
　東京医科歯科大学がミッションに掲げる知と癒し
の匠の創造の実現のため、本学構成員は日々の研鑽
が求められます。研究力の向上はその重要な基軸の
ひとつであり、2013 年 8 月に文部科学省「研究大
学強化促進事業」の支援対象機関として採択された
ことは、それを大きく後押しするものです。この機
会に本号では、「世界を先導するリサーチ・ユニバー
シティへ」と題した特集を組みました。 
　リサーチ・ユニバーシティ（RU）はまだ目新し
い呼称ですが、特集冒頭で森田育男研究担当理事

（RU 推進機構副機構長）がその意義や本学の強み
の分析、推進体制などをまとめています。人事制度、
人材育成、産学連携、学内共同教育研究施設など、
すでに始まっているいくつもの特色ある取り組みに
ついての記事と併せると、本学の RU としての全体
像と未来の姿が見えてきます。 
　東日本大震災は災害看護の重要性を再認識する契
機となりました。東京医科歯科大学を含む国公私立

の 5 大学は、日本初の災害看護の国際的リーダー
を育成する大学院「共同災害看護学専攻」を 2014
年 4 月に開設することになりました。本号の「新設 
教育課程」では、この 5 年一貫の博士課程教育に
ついて、井上智子大学院保健衛生学研究科長が、新
専攻専任の佐々木吉子准教授とともに紹介していま
す。 
　本学は基礎・臨床融合あるいは医歯工連携などに
よる、知のボーダレス化を実践しています。本学と
社会とのつながりも同様に、垣根を低くしたコミュ
ニケーションに努めています。本年 4 月に設置され
た広報部では、教育、研究、診療、国際交流、社会
貢献など様々な領域での活動の紹介などを通じて、
学外の皆様に本学に親しみを持っていただけるよう
努めて参ります。また大学のイメージ向上により、
卒業生、在学生、教職員の皆様にも愛着と誇りと居
心地の良さを感じながら大学のミッションに参画し
ていただける広報を目指します。

編集後記
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M&Dタワー前にあった旧3号
館の跡地は駐車場建設の
工事が進んでいます。屋上
（写真の手前側）は緑ある遊
歩道として整備されます。
学内各所には様々な案内標
も設置されており、今まで
以上に多くの人が行き交う
キャンパスになるでしょう。

今号の表紙

新設◎教育課程 18
大学院共同教育課程　

大学院保健衛生学研究科
共同災害看護学専攻

14医療研究★最前線「未来医療を拓く」
バイオメカニクス分野 川嶋健嗣教授
生体防御学分野 樗木俊聡教授

附属病院◎診療科訪問 19

歯学部附属病院 
快眠歯科（いびき・無呼吸）外来

CONTENTS
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4
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研究力強化の推進力となる
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研究環境の整備Part 3

卒業生の今「活躍する医科歯科人」 20

前田 歩氏

マサチューセッツ総合病院
麻酔科レジデント

Campus Information 22

21医科歯科大生File
「自ら問い、自ら導く学生たち」
医学部医学科6年村瀬芳樹さん

医
療
の
安
全
と
安
心
、
そ
し
て
社
会
の
安
定
と
安
心
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
対
応
す
る
た
め
、

教
育
、
研
究
、
医
療
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
過
去
十
数
年
間
に
お
け
る
大
学
と
産
業
界
の
関
係
、

そ
し
て
現
在
の
産
学
連
携
を
検
証
し
、
こ
の
間
の
社
会
の
大
き
な
変
革
を
的
確
に
把
握
し
、

大
学
と
し
て
も
、
的
確
、
堅
実
で
し
か
も
斬
新
な
対
応
を
講
じ
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
学
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
若
手
研
究
者
の
育
成
、

シ
ー
ム
レ
ス
な
研
究
体
制
の
構
築
、
新
た
な
研
究
領
域
の
創
設
、
研
究
環
境
の
整
備
な
ど
に

向
け
た
大
学
資
源
の
思
い
切
っ
た
重
点
配
分
な
ど
を
行
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

本
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
研
究
活
動
の
強
化
策
と
し
て
、

幾
多
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
本
学
の
研
究
の
強
み
と
特
色
を
見
定
め
、
そ
の
強
化
を
図
る
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
先
端
研
究
を
加
速
す
る
基
盤
的
・
臨
床
的
研
究
支
援
共
同
施
設
と
し
て
、

疾
患
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
と
再
生
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
新
設
・
整
備
、

動
物
実
験
施
設
の
一
元
管
理
と
大
規
模
改
修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
若
手
育
成
の
た
め
の
大
学
院
改
革
と
し
て
、
大
学
院
組
織
の
有
機
的
統
合
を
行
い

国
立
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
研
究
機
関
と
の
連
携
大
学
院
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

来
年
度
に
は
、
学
際
生
命
科
学
東
京
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
る
共
通
コ
ー
ス
の
開
設
、

保
健
衛
生
学
研
究
科
の
改
組
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
学
内
情
報
の
共
有
の
徹
底
、
本
学
の
知
名
度
向
上
の
た
め
に
、

新
た
に
広
報
部
を
設
置
・
拡
充
し
、
効
果
的
な
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
て
、
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
、

ワ
ー
キ
ン
グ
・
シ
ェ
ア
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
し
た
。

ま
た
、
人
事
の
流
動
性
を
高
め
る
た
め
に
、
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
度
を
導
入
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
４
年
前
、
国
際
戦
略
の
重
点
項
目
の
１
つ
と
し
て
、
チ
リ
、
ガ
ー
ナ
、
タ
イ
の
３
カ
国
に

海
外
研
究
拠
点
を
立
ち
上
げ
、
国
際
共
同
研
究
に
お
い
て
も
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

今
で
は
、
現
地
お
よ
び
近
隣
諸
国
か
ら
の
強
い
要
請
に
応
え
、

そ
れ
ら
海
外
研
究
拠
点
に
、
若
手
研
究
者
の
養
成
を
目
指
し
た
大
学
院
コ
ー
ス

（
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
デ
ィ
グ
リ
ー
）を
開
設
す
べ
く
始
動
し
て
お
り
ま
す
。

本
学
が
、「
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
」に
採
択
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、

本
学
全
教
職
員
の
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
報
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

大
学
と
し
て
も
、
心
よ
り
感
謝
と
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、

今
後
も
、
日
々
是
、
堅
忍
不
抜
の
奮
励
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

「You can do it!

」と
い
わ
れ
た
の
で
す
か
ら
、
そ
の
答
え
は

「W
e can do it!

」
以
外
あ
り
得
ま
せ
ん
。

今
年
度
、
本
学
は
文
部
科
学
省「
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
」に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、世
界
的
レ
ベ
ル
か
ら
見
て
も
十
分
優
れ
た
研
究
活
動
が
期
待
で
き
る
大
学
を
選
択
し
、

そ
の
研
究
力
を
増
強
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
支
援
事
業
で
す
。

本
学
は
、
採
択
さ
れ
た
全
国
19
の
大
学
、
3
つ
の
研
究
機
関
の
1
つ
と
し
て
、

し
か
も
そ
の
中
で
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
の
支
援
内
容
で
助
成
を
受
け
ま
す
。

10
年
間
で
30
億
円
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
本
学
の
将
来
に
大
き
な
発
展
と
い
う

夢
を
描
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
一
方
で
は
、
社
会
の
期
待
に
し
っ
か
り

応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
責
任
を
負
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

本
事
業
で
は
、
２
つ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
が
条
件
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
つ
は
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
リ
サ
ー
チ
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
（
Ｕ
Ｒ
Ａ
）組
織
を

構
築
し
、
研
究
力
強
化
の
た
め
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
機
能
的
に
回
す
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
の
雇
用
や
育
成
、
そ
し
て
そ
れ
を

定
着
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
、
こ
れ
は
本
学
に
と
っ
て
は
新
た
な
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

も
う
１
つ
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
で
す
。
本
学
は
医
療
系
大
学
と
し
て
、

本
学
の
今
後
の
研
究
推
進
計
画東

京
医
科
歯
科
大
学
学
長

大
山
喬
史

お茶の水門からバリアフ
リーで医学部・歯学部両附
属病院に続くスロープも整
備され、毎日多くの人が利
用しています。左に曲がる
と M&Dタワーの2階にもそ
のままアクセスできます。
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TMDUリサーチ・ユニバーシティ（RU）推進機構

総
合
点
で
評
価
さ
れ
た
。
そ
の
う
え
で
行

わ
れ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
数
値
化
す
る
な

ど
、
国
際
競
争
力
の
向
上
を
重
視
し
て
、

各
大
学
の
特
色
を
す
べ
て
可
視
化
し
た
状

態
で
選
考
が
行
わ
れ
た
。

　

同
事
業
の
東
京
医
科
歯
科
大
学
へ
の
支

援
期
間
は
10
年
間
で
、
年
３
億
円
の
支
援

規
模
と
な
る
。
リ
サ
ー
チ
・
ア
ド
ミ
ニ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
（
Ｒ
Ａ
）
な
ど
の
研
究
支
援

人
材
の
確
保
・
活
用
が
必
須
条
件
だ
。
研

究
戦
略
や
知
財
管
理
な
ど
を
担
う
Ｒ
Ａ
を

配
置
す
る
こ
と
で
、
研
究
者
が
研
究
活
動

に
専
念
し
、
よ
り
高
い
成
果
を
上
げ
ら
れ

る
研
究
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
狙
い
だ
。

東
京
医
科
歯
科
大
学
の
　

特
徴
を
活
か
し
た
研
究
力
強
化

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
は
、
１
論
文
あ
た

り
の
被
引
用
率
が
ア
ジ
ア
の
大
学
ラ
ン
キ

ン
グ
１
位
、
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は

携
推
進
機
構
が
担
う
。
こ
の
機
構
は
、
研

究
戦
略
室
・
研
究
支
援
室
・
研
究
安
全
管

理
室
か
ら
な
る
研
究
推
進
本
部
、
産
学
連

携
推
進
本
部
、
事
務
部
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
。

　

Ｒ
Ｕ
推
進
機
構
内
に
は
、
動
物
実
験
委

員
会
、
組
み
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
実
験
安
全
委
員

会
、
病
原
微
生
物
等
安
全
管
理
委
員
会
、

特
定
病
原
体
等
安
全
管
理
委
員
会
を
組
織

し
、
研
究
・
産
学
連
携
の
際
の
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
な
ど
を
管
理
・
運
営
す
る
。
ま

た
、
疾
患
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
、

再
生
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、
実
験
動
物
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設

に
対
し
て
も
事
務
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

国
内
８
位
と
い
う
実
績
を
持
つ
。
科
研
費

補
助
金
内
定
額
で
見
る
と
、
消
化
器
内
科

学
で
１
位
、
膠
原
病
・
ア
レ
ル
ギ
ー
内
科

学
、
整
形
外
科
学
、
腫
瘍
診
断
学
で
２
位

と
、幅
広
い
分
野
で
実
績
を
上
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
の
中
で
も
重
要
視
さ

れ
て
い
る
国
際
化
に
つ
い
て
は
、
チ
リ
、

ガ
ー
ナ
、
タ
イ
の
海
外
拠
点
を
中
心
に
、

世
界
28
カ
国
・
78
大
学
等
と
国
際
交
流
協

定
を
締
結
し
、
共
同
研
究
・
臨
床
実
習
な

ど
を
通
し
て
人
材
交
流
・
育
成
を
行
っ
て

き
た
。
こ
う
し
た
強
み
と
な
る
特
色
を
ベ

ー
ス
に
、
さ
ら
に
研
究
力
を
強
化
す
る
た

め
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
で
は
全
学
体
制

の
東
京
医
科
歯
科
大
学
リ
サ
ー
チ
・
ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
ィ
（
Ｒ
Ｕ
）
推
進
機
構
を
設
置
。

学
内
の
研
究
環
境
を
整
備
す
る
ほ
か
、
研

究
推
進
体
制
の
改
革
を
行
う
。
Ｒ
Ｕ
推
進

機
構
の
責
任
者
で
あ
り
、
副
機
構
長
を
務

め
る
森
田
育
男
研
究
担
当
理
事
は
語
る
。

　
「
医
療
系
総
合
大
学
の
最
終
目
標
は
、

優
れ
た
研
究
成
果
を
上
げ
る
こ
と
に
と
ど

ま
ら
ず
、
そ
の
成
果
を
医
療
や
国
民
の
健

康
に
還
元
す
る
こ
と
で
す
。
Ｒ
Ｕ
推
進
機

構
は
、
本
学
の
先
端
的
で
独
創
的
な
研
究

を
社
会
に
つ
な
げ
る
た
め
、
様
々
な
研
究

成
果
の
実
用
化
を
推
進
す
べ
く
、
各
関
連

部
門
と
も
密
接
に
連
携
し
て
い
き
ま
す
」

（
森
田
研
究
担
当
理
事
）

　

研
究
戦
略
の
策
定
や
研
究
活
動
の
支

援
、
知
的
財
産
の
創
出
支
援
・
保
護
、
産

学
連
携
の
推
進
な
ど
は
、
研
究
・
産
学
連

　

近
年
、
日
本
の
大
学
の
研
究
力
と
国
際

競
争
力
の
低
下
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
被
引

用
度
の
高
い
日
本
人
の
論
文
数
を
見
る

と
、
２
０
０
０
―

２
０
０
２
年
は
世
界
４

位
だ
っ
た
が
、
２
０
１
０
―

２
０
１
２
年

で
は
８
位
に
低
下
。
高
引
用
度
論
文
数
で

上
位
１
０
０
位
に
入
る
分
野
を
有
す
る
大

学
数
で
は
、
米
国
１
１
８
大
学
、
英
国
28

大
学
、
中
国
39
大
学
で
あ
る
の
に
対
し
、

日
本
は
わ
ず
か
８
大
学
と
大
き
く
差
が
開

い
て
い
る
。

　

そ
こ
で
文
部
科
学
省
で
は
、
大
学
や
研

究
機
関
の
研
究
力
強
化
を
目
的
と
し
た

「
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
」
を
創
設
。

国
内
大
学
の
研
究
力
強
化
を
目
的
に
、
優

れ
た
事
業
を
各
大
学
に
公
募
し
た
。
２

０
１
３
年
度
に
は
、
東
京
医
科
歯
科
大
学

を
含
む
22
大
学
・
機
関
が
採
択
。
各
大
学

の
研
究
費
の
獲
得
状
況
、論
文
被
引
用
数
、

産
学
連
携
の
実
績
な
ど
が
数
値
化
さ
れ
、

柱
と
な
る
5
つ
の
取
り
組
み
で

研
究
力
強
化
を
実
現

　

Ｒ
Ｕ
推
進
機
構
で
は
、
研
究
力
強
化
を

実
現
す
る
た
め
に
５
つ
の
大
き
な
柱
を
事

業
の
取
り
組
み
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

　
「
優
れ
た
人
材
の
確
保
、
研
究
環
境
の

整
備
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
、
産
学
連
携
の

推
進
、
Ｕ
Ｒ
Ａ（
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
リ
サ
ー

チ
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）
室
の
設
置

に
よ
っ
て
研
究
・
産
学
連
携
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
推
進
し
ま
す
」（
森
田
研
究
担
当

理
事
）

　
「
優
れ
た
人
材
の
確
保
」
に
つ
い
て
は
、

国
際
公
募
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
度
の
定

Part 1目的・体制

総務部
（人事・
  給与制度）
財務
施設部

（施設利用・
  財務管理）
学務部

（大学院改革）
広報部

（広報活動）

■RU推進機構図
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リサーチ・
ユニバーシティへ

Brand-new Research University
Lead the World

大学の研究戦略や知的財産を担う研究マネジメント人材の確保や、

集中的な研究力強化の取り組みにより大学を支援する「研究大学強化促進事業」。

2013（平成25）年、東京医科歯科大学は同事業に採択され、

全学体制による研究推進、研究成果の実用化による社会貢献を目指した事業を進め始めた。
写真提供：Getty Images

世界を先導する

森田育男RU推進機構副機構長（研究担当理事）

学長（RU機構長）

副機構長（研究担当理事）

研究・
産学連携推進機構長

URA室長

シニアURA
URA
URAトレイニー

支援 支援

研究・
産学連携推進機構

URA室

研究推進本部 
産学連携推進本部 

役員会

RU・研究推進協議会
研究・産学連携に係る諸規則の制定 
中期計画の設定、評価などを行う会議

学内共同教育研究施設

医歯学研究支援センター
実験動物センター

生命倫理研究センター
疾患バイオリソースセンター 

再生医療研究センター

URA会議

URAに関し
協議する会議

相互
連携

支援

派遣

医療イノベーション 
推進機構

イノベーション
推進センター

研究費獲得ブランチ 
研究力強化ブランチ 
先進医療展開ブランチ
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着
や
新
規
大
学
院
コ
ー
ス
の
設
置
な
ど
に

よ
り
、
優
秀
な
若
手
研
究
者
が
集
ま
り
や

す
い
環
境
を
整
備
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
大
学
院
の
改
革
に
よ
り
、

医
歯
学
総
合
研
究
科
と
生
命
情
報
科
学
教

育
部
と
い
う
２
つ
の
大
学
院
を
２
０
１
２

年
度
か
ら
医
歯
学
総
合
研
究
科
と
し
て
統

合
。
ま
た
、
６
つ
の
研
究
機
関
（
国
立
精

神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、
理
化
学

研
究
所
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国

立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、
東
京
都
医

学
総
合
研
究
所
、
が
ん
研
究
会
）
と
連
携

し
て
、
修
士
課
程
の
学
生
が
２
年
間
研
究

に
専
念
で
き
る
よ
う
連
携
大
学
院
を
設
置

し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
、
さ
ら
に

発
展
さ
せ
て
、
教
員
の
流
動
性
向
上
や
外

国
人
教
員
の
増
加
を
目
指
す
。

　
「
研
究
環
境
の
整
備
」
で
は
、
研
究
支

援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
や
育
児
・
介
護
中
の

女
性
研
究
者
・
職
員
に
対
す
る
ワ
ー
キ
ン

グ
シ
ェ
ア
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
よ
り
働

き
や
す
い
よ
う
環
境
を
整
備
す
る
。
２
０

１
３
年
４
月
に
は
、
従
来
の
「
女
性
研
究

者
支
援
モ
デ
ル
育
成
事
業
」
を
引
き
継
い

で
「
学
生
・
女
性
支
援
セ
ン
タ
ー
女
性
支

援
部
」
を
設
立
。
常
設
組
織
と
し
て
、
女

性
研
究
者
や
学
生
、
職
員
が
安
心
し
て
子

育
て
と
仕
事
を
両
立
で
き
る
よ
う
、
環
境

整
備
や
意
識
改
革
を
進
め
る
計
画
だ
。

　
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
」
は
、
年
俸
制
の

拡
大
と
人
事
規
則
の
改
正
、
学
長
裁
量
に

よ
る
分
野
・
セ
ン
タ
ー
の
新
設
や
教
員
増

員
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
迅
速
な
改
革
実

現
を
可
能
に
す
る
素
地
を
固
め
る
。人
事
・

労
務
制
度
に
つ
い
て
は
、
医
歯
学
融
合
教

育
の
実
現
や
大
学
院
改
革
な
ど
を
通
じ
て

改
善
が
進
ん
で
い
る
が
、
全
学
で
の
研
究

力
強
化
を
意
識
し
て
、
さ
ら
に
柔
軟
か
つ

幅
広
く
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
だ
。

　
「
産
学
連
携
の
推
進
」
で
は
、
民
間
企

業
か
ら
の
大
学
院
特
別
研
究
生
の
受
け
入

れ
、
産
学
協
働
講
座
の
新
設
、
医
学
系
Ｃ

Ｏ
Ｉ
（
利
益
相
反
）
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
策
定
と
普
及
、
産
学
連
携
評

価
指
標
の
導
入
な
ど
を
実
施
す
る
。
従
来

の
研
究
・
産
学
連
携
推
進
機
構
を
さ
ら
に

進
化
さ
せ
、
学
内
の
研
究
シ
ー
ズ
を
、
大

学
発
先
進
医
療
・
医
薬
品
・
医
療
機
器
の

国
際
展
開
ま
で
一
気
通
貫
的
に
実
現
す
る

た
め
の
支
援
組
織
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推

進
機
構
」の
設
立
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
横
断
的
な
支
援

を
「
Ｕ
Ｒ
Ａ
室
の
設
置
」
に
よ
っ
て
実
現

に
導
く
。
Ｕ
Ｒ
Ａ
は
、
研
究
費
獲
得
、
研

究
戦
略
企
画
、
治
験
・
臨
床
研
究
の
サ
ポ

ー
ト
な
ど
を
行
う
専
門
人
材
で
、
研
究
者

が
研
究
に
注
力
で
き
る
よ
う
重
要
な
役
割

を
担
う
。
研
究
シ
ー
ズ
の
段
階
か
ら
、
研

究
費
獲
得
の
た
め
の
申
請
書
の
作
成
、
治

験
な
ど
を
含
む
事
業
化
レ
ベ
ル
ま
で
研
究

全
体
に
関
わ
っ
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
。

　
「
５
つ
の
事
業
の
中
で
も
、
研
究
を
あ

ら
ゆ
る
面
か
ら
支
援
す
る
Ｕ
Ｒ
Ａ
室
の
設

置
が
特
に
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
各
事
業
を
個
別
で
は
な
く
同
時
に

進
め
る
こ
と
で
強
い
シ
ナ
ジ
ー
が
生
ま

れ
、
さ
ら
な
る
研
究
力
強
化
が
実
現
す
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
」

U
R
A
室
が
中
心
と
な
っ
て

優
秀
な
留
学
生
を
招
聘

　

一
連
の
取
り
組
み
で
は
、
東
京
医
科
歯

科
大
学
の
研
究
力
を
強
化
す
る
一
方
、
い

く
つ
か
の
弱
み
も
克
服
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
東
京
医

科
歯
科
大
学
で
は
、
研
究
資
金
の
調
達
・

管
理
や
知
財
管
理
・
活
用
を
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
す
る
人
材
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
課

題
が
あ
っ
た
。

　
「
Ｕ
Ｒ
Ａ
室
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

の
１
つ
が
研
究
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
す
。

研
究
資
金
の
獲
得
か
ら
研
究
シ
ー
ズ
の
事

業
化
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
し
得
る
経
営
マ
イ

ン
ド
を
持
っ
た
Ｕ
Ｒ
Ａ
に
大
い
に
活
躍
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す｣

　

さ
ら
に
東
京
医
科
歯
科
大
学
の
大
学
名

そ
の
も
の
の
認
知
度
を
高
め
る
た
め
、
広

報
担
当
副
学
長
を
任
命
し
、
２
０
１
３
年

４
月
に
広
報
室
を
広
報
部
に
改
組
し
た
。

高
い
評
価
を
得
て
い
る
研
究
実
績
に
見
合

う
よ
う
、
大
学
の
知
名
度
向
上
に
つ
な
が

る
情
報
発
信
を
国
内
外
に
向
け
て
強
化
。

具
体
的
に
は
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
、
有

効
か
つ
効
率
的
な
広
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、

学
内
情
報
の
集
約
と
共
有
化
を
目
指
す
。

　
「
広
報
活
動
の
充
実
は
、
研
究
成
果
を

積
極
的
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
す
る
こ
と
で
産

学
連
携
の
促
進
や
優
秀
な
学
生
・
研
究
者

の
獲
得
に
も
役
立
つ
た
め
、
さ
ら
に
注
力

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す｣

　

こ
の
よ
う
な
体
制
で
研
究
大
学
強
化
促

進
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
全
学
の

教
職
員
の
意
思
疎
通
や
課
題
の
共
有
な
ど

も
必
要
と
な
る
。
既
に
同
事
業
の
全
学
体

制
で
の
推
進
に
つ
い
て
は
全
部
局
長
の
承

認
を
受
け
て
お
り
、
今
後
は
Ｆ
Ｄ
を
実
施

し
な
が
ら
、周
知
徹
底
し
て
い
く
計
画
だ
。

　

｢

研
究
力
強
化
は
す
べ
て
の
教
職
員
に

と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

自
覚
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
」
だ
と
森

田
研
究
担
当
理
事
は
指
摘
す
る
。

　
「
研
究
力
強
化
は
、
基
礎
研
究
分
野
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
臨
床
研
究
分
野
も
支

援
す
る
体
制
で
す
。
例
え
ば
、
臨
床
医
の

研
究
に
費
や
す
負
荷
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
医
歯
学
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
で
研
究

用
の
サ
ン
プ
ル
を
セ
ン
タ
ー
に
い
る
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
計
測
す
る
こ
と
も
視
野
に
入

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
も
、
臨
床
医

な
ど
が
研
究
に
費
や
す
時
間
の
負
荷
を
軽

減
で
き
る
で
し
ょ
う
」

　

同
事
業
を
推
し
進
め
る
こ
と
で
、
教
育

力
の
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
も
期
待
さ

れ
る
。

　
「
東
京
医
科
歯
科
大
学
が
中
心
と
な
り
、

日
本
の
医
療
を
変
え
る
こ
と
を
本
事
業
の

最
終
目
標
と
し
て
い
ま
す
」
と
森
田
研
究

担
当
理
事
は
未
来
を
見
据
え
て
い
る
。
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■URA室の活動とその人材

＊競争的資金に関する情報収集・分析
　および適任な責任者の選定
＊競争的資金の分析に基づく申請書
　作成支援

研究費獲得
ブランチ

＊研究戦略企画
＊研究戦略に基づく研究遂行の評価
＊研究レベルアップ（ボトムアップ、
　学際研究推進、共同研究推進）

研究力強化
ブランチ

＊治験・臨床研究のサポート
＊イノベーション推進センター業務支援

先進医療展開
ブランチ

URA
人材育成

研究成果
広報

国際化
強化

・ベンチャー経験者
・企業出身産学連携経験者

・治験コーディネーター
・治験用統計エキスパート
・CRO（Contract Research 　
　Organization）経験者

・ジャーナリスト
・企業広報担当者

・JICA経験者
・国際事業関係者

究
活
動
を
支
援
す
る
研
究
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
人
材
で
あ
る
Ｕ
Ｒ
Ａ
（
ユ
ニ
バ

ー
シ
テ
ィ
・
リ
サ
ー
チ
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
）。
近
年
、
日
本
の
大
学
で
も
活
躍
の
場

が
広
が
っ
て
お
り
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
で
は

研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
の
採
択
を
き
っ
か
け

に
、
正
式
な
導
入
が
決
ま
っ
た
。

　

学
内
に
は
新
た
に
、研
究
費
獲
得
ブ
ラ
ン
チ
、

研
究
力
強
化
ブ
ラ
ン
チ
、
先
進
医
療
展
開
ブ
ラ

ン
チ
の
３
部
門
か
ら
成
り
立
つ
「
Ｔ
Ｍ
Ｄ
Ｕ
─

Ｕ
Ｒ
Ａ
室
」
が
設
置
さ
れ
た
。
各
部
門
に
は
、

研
究
者
で
も
職
員
で
も
な
い
、
専
門
知
識
と
経

験
を
持
っ
た
人
材
を
配
置
し
て
研
究
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
。
Ｕ
Ｒ
Ａ
室
を
ま
と
め
る
Ｕ
Ｒ
Ａ

室
長
に
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
（
科
学
技
術
振
興
機
構
）

の
理
事
を
務
め
、
研
究
費
や
研
究
戦
略
に
も
精

通
し
た
眞
峯
隆
義
氏
が
就
任
し
た
。

　

研
究
費
獲
得
ブ
ラ
ン
チ
は
、
競
争
的
資
金
に

関
す
る
情
報
収
集
お
よ
び
分
析
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
、
申
請
書
作
成
な
ど
も
行
う
。
こ
の
ブ
ラ
ン

チ
の
ト
ッ
プ
に
立
つ
シ
ニ
ア
Ｕ
Ｒ
Ａ
に
は
、
国

立
大
学
産
学
連
携
本
部
長
経
験
者
が
就
任
予

定
。
実
務
を
行
う
Ｕ
Ｒ
Ａ
と
し
て
は
、
政
府
系

フ
ァ
ン
ド
の
公
募
経
験
者
や
企
業
出
資
フ
ァ
ン

ド
の
交
渉
経
験
者
な
ど
を
採
用
す
る
予
定
だ
。

　

研
究
力
強
化
ブ
ラ
ン
チ
は
、
学
内
に
数
あ
る

研
究
シ
ー
ズ
の
中
か
ら
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
よ
う
な
研
究
を
見
極
め
、
実
用
化
に
向
け

た
戦
略
企
画
を
行
う
。
こ
の
ブ
ラ
ン
チ
で
は
、

『
サ
イ
エ
ン
ス
』『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
な
ど
の
ジ
ャ

ー
ナ
ル
で
多
く
の
論
文
執
筆
経
験
を
持
つ
元
国

立
大
学
研
究
科
長
が
シ
ニ
ア
Ｕ
Ｒ
Ａ
と
な
り
、

医
薬
品
・
医
療
機
器
業
界
を
専
門
と
す
る
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
経
験
者
や
各
種
研
究
機
関
の
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
経
験
者
な
ど
を
Ｕ
Ｒ
Ａ
と
し
て
採
用

す
る
計
画
だ
。

　

３
つ
の
ブ
ラ
ン
チ
の
中
で
も
、
実
用
化
に
最

も
近
い
先
進
医
療
展
開
ブ
ラ
ン
チ
は
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー
を
主
な
活
動
の
場
と
し

治
験
・
臨
床
研
究
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。
シ
ニ

ア
Ｕ
Ｒ
Ａ
に
は
、
民
間
企
業
で
産
学
連
携
な
ど

を
経
験
し
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
取
得
す
る
な
ど
経
営
マ

イ
ン
ド
の
高
い
人
材
を
採
用
。
治
験
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
治
験
用
統
計
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
い
っ

た
専
門
人
材
が
Ｕ
Ｒ
Ａ
と
し
て
実
務
に
あ
た
る
。

　
「
中
間
評
価
ま
で
の
今
後
５
年
で
、
一
気
に

50
人
ま
で
Ｕ
Ｒ
Ａ
を
増
や
す
予
定
で
す
。
特

に
、
研
究
・
産
学
連
携
推
進
機
構
や
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
ほ
か
の
組
織
と

の
連
携
、
ま
た
は
業
務
の
住
み
分
け
を
い
か
に

進
め
て
い
く
か
が
課
題
。
Ｕ
Ｒ
Ａ
室
の
体
制
を

構
築
し
て
い
く
と
同
時
に
、
教
職
員
の
理
解
を

深
め
て
い
く
こ
と
も
重
要
に
な
っ
て
い
く
で
し

ょ
う
」（
森
田
研
究
担
当
理
事
）

　

森
田
研
究
担
当
理
事
は
、今
後
5
年
以
内
に
、

Ｕ
Ｒ
Ａ
室
と
研
究
・
産
学
連
携
推
進
機
構
を
一

本
化
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
研
究

の
入
口
か
ら
出
口
ま
で
の
距
離
を
縮
め
る
と
と

も
に
、
新
規
医
療
機
器
や
医
薬
品
の
事
業
化
な

ど
、
経
営
的
な
視
点
に
立
ち
、
研
究
成
果
を
発

展
さ
せ
る
こ
と
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

研

研究力強化の推進力となるTMDU-URA室
■研究力強化の実証

「強み」の強化 「弱み」の解消

論文被引用率の1位維持
より多くの外部資金の獲得
科研費採択率の上昇

ライセンスフィーの増加
事業化による収入

学長のリーダーシップの強化

優秀な若手教員の採用

女性教員の増加
テーラーメイド医療の促進

安全・迅速な産学連携研究
知財収入の増加
コンサルティングフィーの増加

留学生の増加

URA室の設置

海外拠点基盤
グローバル化促進

イノベーション
推進センター

ガバナンス強化

人材確保

研究環境整備

産学連携推進

学際融合思考の導入
先進医療の促進
多忙な教員の職務軽減

先進医療の促進
医師主導型治験の増加
外国人教員の増加

他を圧倒する
　研究拠点形成
教員のモチベーション増加

教員の流動性向上
外国人教員の増加

多忙な教員の仕事軽減
優秀な教員の定着

協働企業への
　就職率増加

外国人教員の増加
外国での知名度アップ

・政府系ファンドへの公募経験
・大学における産学連携責任者
  としての経験
・企業負担の共同研究テーマと 
  りまとめ経験

実務URA像

・ 研究担当理事、研究科長経 
 験者

・ 医薬品、医療機器業界専門 
 のコンサルタント経験者

・ 各種研究機関のマネージャー 
 経験者、 プロジェクトマネジ 
 メント経験者

実務URA像 実務URA像

Purpose &
System●

TMDU-URA室
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タ
ー
若
手
研
究
者
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

部
門
の
実
験
室
も
利
用
で
き
る
。

　
「
若
手
研
究
者
に
と
っ
て
、
自
分
の
裁

量
で
研
究
で
き
る
や
り
が
い
は
大
き
い
で

し
ょ
う
。
し
か
し
一
方
で
、
特
に
医
歯
学

系
の
研
究
領
域
は
自
分
一
人
だ
け
で
の
研

究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
簡
単
で
は
な
い
。
そ

の
た
め
に
配
置
し
て
い
る
３
人
の
メ
ン
タ

ー
は
運
営
の
仕
方
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。同
時
に
、

長
年
経
験
を
積
ん
だ
メ
ン
タ
ー
と
、
斬
新

で
柔
軟
な
発
想
を
持
つ
若
い
テ
ニ
ュ
ア
ト

ラ
ッ
ク
教
員
と
の
間
で

相
補
的
で
相
乗
的
な
効

果
が
表
れ
る
こ
と
に
も

期
待
し
て
い
ま
す
」

　

現
在
は
、
国
際
公
募

に
よ
り
毎
年
２
人
程
度

が
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク

教
員
と
し
て
採
用
さ
れ

て
い
る
。
今
後
は
、
研

究
大
学
強
化
促
進
事
業

の
採
択
を
受
け
、
全
学

で
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク

制
度
に
対
応
す
る
体
制

を
再
確
認
し
て
お
り
、

５
年
以
内
に
基
礎
系
に

特
化
し
た
領
域
で
は
原

則
的
に
す
べ
て
の
教
員

採
用
を
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ

ッ
ク
形
式
に
切
り
換
え

る
予
定
だ
。
具
体
的
な

制
度
設
計
な
ど
は
必
要
だ
が
「
実
績
が
あ

る
の
で
学
内
で
の
理
解
は
得
や
す
い
の
で

は
」
と
田
賀
副
学
長
は
見
込
ん
で
い
る
。

　
「
若
手
研
究
者
の
育
成
は
本
学
だ
け
で

な
く
日
本
の
学
術
研
究
の
発
展
に
必
須
で

す
。
自
身
の
研
究
を
大
き
く
推
進
で
き
、

研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
身
に

つ
け
ら
れ
る
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
度
は

そ
れ
を
後
押
し
す
る
施
策
の
1
つ
で
す
。

研
究
力
強
化
を
継
続
し
て
促
進
し
て
い
く

た
め
に
も
、
重
要
な
制
度
と
捉
え
て
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

女
性
研
究
者
が
、
育
児
、
介
護
な
ど
の

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
並
行
し
な
が
ら
研
究

活
動
に
取
り
組
め
る
環
境
整
備
は
重
要
な

施
策
の
１
つ
。東
京
医
科
歯
科
大
学
で
は
、

２
０
０
８
年
度
か
ら
２
０
１
０
年
度
ま
で

の
３
年
間
に
わ
た
り
女
性
研
究
者
支
援
モ

デ
ル
育
成
事
業
を
実
施
し
た
。
モ
デ
ル
事

業
終
了
後
の
２
０
１
１
年
度
は
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
、
２
０
１
２
年
度
は

学
長
裁
量
経
費
が
充
て
ら
れ
、
継
続
し
て

女
性
研
究
者
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

２
０
１
３
年
度
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
事

業
が
定
常
化
さ
れ
、「
女
性
研
究
者
支
援

室
」
は
学
生
支
援
・
保
健
管
理
機
構
内
に

設
置
さ
れ
た
学
生
・
女
性
支
援
セ
ン
タ
ー   

女
性
支
援
部
に
改
組
。
常
設
の
事
業
と
な

っ
た
こ
と
で
、
よ
り
幅
広
い
支
援
活
動
が

可
能
に
な
っ
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
５
年
間
の
支
援
事
業
で
、

女
性
研
究
者
支
援
に
対
す
る
意
識
は
向
上

し
て
お
り
、
事
業
実
施
に
よ
る
効
果
も
見

ら
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
支
援
を
受
け
た

女
性
研
究
者
の
論
文
投
稿
数
や
学
会
発
表

数
が
増
え
る
な
ど
、
研
究
活
動
に
お
い
て

高
い
成
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
る
と
同

時
に
ポ
ジ
シ
ョ
ン
や
年
齢
、
性
別
に
関
わ

ら
ず
誰
に
と
っ
て
も
働
き
や
す
い
職
場
環

境
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
有
馬
牧
子
助
教
は
語
る
。

　

現
在
、
学
生
・
女
性
支
援
セ
ン
タ
ー   

女
性
支
援
部
の
事
業
内
容
は
主
に
６
つ
。

　

自
宅
に
い
な
が
ら
学
内
サ
ー
バ
ー
に
ア

ク
セ
ス
し
て
論
文
な
ど
の
閲
覧
も
で
き

る
「
在
宅
研
究
支
援
」
や
、
育
児
・
介
護

中
の
研
究
者
に
研
究
支
援
員
を
配
備
す
る

「
研
究
支
援
員
配
備
」
な
ど
は
、
女
性
研

究
者
の
研
究
成
果
の
向
上
に
大
き
く
貢
献

し
た
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
が
病
気
の
際
に

は
自
宅
に
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を
派
遣
す
る

「
病
児
保
育
」、
キ
ャ
リ
ア
相
談
や
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
す
る
「
キ
ャ
リ
ア
支
援
」、
大

学
院
生
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
す
る
自
主

企
画
事
業
を
行
う
「
次
世
代
育
成
支
援
」

の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
な
ど
で
女
性
支
援
に
関
す
る
情
報
発

信
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
つ

い
て
の
意
識
調
査
を
行
う
「
広
報
・
調

査
」
な
ど
の
事
業
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、

学
内
保
育
施
設
（
わ
く
わ
く
保
育
園
）
が

２
０
１
０
年
か
ら
設
置
さ
れ
、
そ
の
利
用

率
は
年
々
増
え
て
き
て
い
る
。

　
「
大
学
院
の
女
子
学
生
比
率
は
全
体
の

約
40
％
以
上
な
の
に
対
し
て
、
女
性
教
員

比
率
は
20
％
台
で
す
。
や
は
り
出
産
や
育

児
の
際
に
は
、
女
性
の
場
合
は
男
性
と
同

じ
よ
う
に
働
く
こ
と
が
困
難
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
短
時
間
勤
務
な
ど
の
柔
軟
性
が

あ
る
勤
務
体
系
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
両
立
支
援
制
度
が
十
分

に
認
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、
学
内
の
方
が
仕

事
の
継
続
に
困
難
を
感
じ
る
ケ
ー
ス
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
医
療
分
野
や
様
々
な

　
「
例
え
ば
、
男
性
も
積
極
的
に
育
児
を

行
う
な
ど
、
生
き
方
や
働
き
方
を
柔
軟
に

選
べ
る
体
制
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」

　

柔
軟
な
勤
務
体
制
を
整
え
る
た
め
、
１

人
が
受
け
持
っ
て
い
た
業
務
を
複
数
の
人

員
で
分
担
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
シ
ェ
ア
の

導
入
な
ど
も
検
討
し
、
多
様
な
働
き
方
の

選
択
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

く
予
定
だ
。
業
務
が
一
極
集
中
し
な
い
よ

う
職
場
内
で
分
担
す
る
こ
と
で
、
職
場
全

体
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
高
ま
る
こ
と
に
も

期
待
し
て
い
る
。

　
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
普
及
し
た
職
場

で
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
り
や
す
い

と
い
う
研
究
結
果
も
あ
り
ま
す
。『
女
性

も
活
躍
し
や
す
い
大
学
』
だ
と
広
く
学
外

に
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ
ば
、
優
秀
な
研
究
者

も
集
ま
る
は
ず
で
す
。
い
ず
れ
は
こ
れ
ら

の
勤
務
体
制
が
、
育
児
や
介
護
な
ど
の
際

だ
け
で
な
く
、
男
女
と
も
に
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
や
自
己
研
鑚
な
ど
様
々
な
理
由
で
も

活
用
で
き
る
制
度
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

分
野
に
お
け
る
多
様
な
人
材
が
、
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
に
応
じ
て
多
様
な
生
き
方
や
働

き
方
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）
を
選
べ
る
よ

う
な
環
境
の
整
備
が
必
要
で
す
」

　

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
尊
重
し
て
活
か
し

て
い
く
考
え
方
は
、
男
女
間
の
役
割
意
識

に
対
す
る
固
定
観
念
を
取
り
払
う
こ
と
に

も
つ
な
が
る
。
同
部
が
行
っ
た
意
識
調
査

で
も
、
男
女
・
年
齢
問
わ
ず
、
８
割
が
「
柔

軟
な
勤
務
体
制
を
導
入
す
べ
き
」と
回
答
。

テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
度
の

定
着
と
拡
大

　

近
年
、
日
本
の
若
手
研
究
者
が
自
立
で

き
る
研
究
環
境
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
大
学
や
研
究
機
関
の
基
盤
的
経
費

や
総
人
件
費
の
削
減
な
ど
で
、
ポ
ス
ド
ク

の
キ
ャ
リ
ア
開
発
が
困
難
と
な
り
若
手
研

究
者
の
割
合
が
減
少
す
る
傾
向
も
あ
る
。

　

ま
た
、
優
秀
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
十

分
活
躍
で
き
る
環
境
に
な
い
若
手
研
究
者

も
見
ら
れ
る
。こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
し
、

日
本
の
将
来
を
担
う
若
手
人
材
を
活
か
す

た
め
、
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
度
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
公
正
な
選
考
に

よ
り
採
用
さ
れ
た
若
手
研
究
者
が
、
任
期

付
き
の
雇
用
形
態
で
自
立
的
な
研
究
環
境

の
中
で
経
験
を
積
み
、
審
査
を
受
け
て
合

格
す
れ
ば
、
よ
り
安
定
的
な
職
（
テ
ニ
ュ

ア
教
員
）
に
就
く
仕
組
み
だ
。

　

通
常
、
ポ
ス
ド
ク
は
所
属
す
る
研
究
室

の
教
授
や
准
教
授
が
獲
得
し
た
外
部
資
金

に
よ
り
雇
用
さ
れ
、
当
該
研
究
課
題
の
遂

行
に
参
画
す
る
。
一
方
、
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ

ッ
ク
制
度
で
は
自
ら
の
発
想
と
裁
量
で
研

究
に
取
り
組
め
る
。
東
京
医
科
歯
科
大
学

で
は
、
採
用
者
へ
の
研
究
資
金
や
研
究
ス

ペ
ー
ス
の
措
置
、
メ
ン
タ
ー
教
員
の
配
置

な
ど
、
支
援
体
制
も
整
っ
て
い
る
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
、
研
究
戦
略
室
長
で
あ
る
田
賀
哲
也
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副
学
長
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
大
学
側
は
５
年
後
の
テ
ニ
ュ
ア
ポ
ス

ト
を
用
意
し
た
う
え
で
公
募
し
ま
す
。
よ

っ
て
、
研
究
者
同
士
が
ポ
ス
ト
争
い
な
ど

を
気
に
し
な
く
て
い
い
。
あ
く
ま
で
自
分

の
研
究
に
集
中
し
、
国
内
外
の
研
究
者
と

切
磋
琢
磨
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
で
は
、
２
０
１
１

年
度
よ
り
文
部
科
学
省
の
科
学
技
術
人
材

育
成
費
補
助
金
「
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
普

及
・
定
着
事
業
」
に
３
年
連
続
で
新
規
提

案
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
は
全
学
的
な
取

り
組
み
の
提
案
内
容
や
、
２
０
０
６
年
か

ら
の
難
治
疾
患
研
究
所
で
の
テ
ニ
ュ
ア
ト

ラ
ッ
ク
制
度
の
導
入
実
績
が
評
価
さ
れ
た

こ
と
も
要
因
と
な
っ
た
。
こ
の
制
度
は
、

テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
運
営
委
員
会
が
教
員

採
用
を
含
む
事
業
計
画
と
実
施
に
あ
た

る
。
採
用
さ
れ
た
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
教

員
に
は
、
研
究
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
資
金

が
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
２
年
目
以
降
の
研

究
費
に
つ
い
て
も
一
定
額
を
大
学
が
支
援

す
る
。
さ
ら
に
、
独
立
し
た
研
究
ス
ペ
ー

ス
が
与
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
学
内
の

研
究
支
援
施
設
や
医
歯
学
研
究
支
援
セ
ン

Part 2 ８つの制度改革

有馬牧子
学生・女性支援センター助教

田賀哲也 研究戦略室長、
副学長（広報担当）

東京医科歯科大学の研究大学強化促進事業では、環境整備、人事制度、産学連携など
様 な々面で研究力強化に向けた取り組みが計画されている。

ここでは、事業の中でも大きく目標として掲げられている８つの制度改革について紹介していく。

01
取り組み

02
取り組み

ワ
ー
キ
ン
グ
・
シ
ェ
ア
の

導
入
と
人
事
規
則
改
正

学生・女性支援センター　女性支援部では、学生や教職員などが、様々なライフステージで能力を発揮し、
仕事・学業と家庭とを両立するための支援活動や環境の整備を行っている。

■学生・女性支援センター  女性支援部の活動内容

事業の成果

「在宅でも研究活動の維持ができる」
との報告が寄せられている

配備を受けた者の論文投稿数や学会
発表数が増加している

事業へのニーズが高いため、利用枠を
拡大して実施している

男女の教職員・ 学生から相談を受け
るとともに、キャリアの講義を教育カ
リキュラムの一環として実施している

2013年度は12人の女子大学院生が事
業に参加している

HPやニュースレターによる情報提供を
行い、学内外に事業の内容を積極的に
発信している

自宅から学内サーバーへのア
クセスや論文の閲覧が可能

育児・ 介護中の研究者に研
究支援員を配備

子どもが病気の際に自宅に
ベビーシッターを派遣

キャリアに関する相談の対応、
キャリアのセミナー開催やキャ
リアデザイン講義の実施

大学院生のキャリア形成に関
する自主企画事業

HPやニュースレター、冊子の発行、
キャリアやワーク・ライフ・バラン
スに関する意識調査の実施

在宅研究支援

研究支援員配備

病児保育

キャリア支援

次世代育成支援

広報・調査

内容事業名

国際公募により若手研究者の中から、公正で透明性の高い選考方法で採用者を決定。５
年の任期付き雇用形態で任用・育成し、任期内に行う審査を経て、より安定的な職に就
かせることを目指している。

■東京医科歯科大学で実施中のテニュアトラック・プログラム
テニュアトラック

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

テニュア（任期付き教員、再任回数制限無し）

国際公募で任用

初年度1000万円、第2年度500万円など研究費
研究

スペース

任用後3年を経過する前にテニュア中間審査

36㎡（准教授は150㎡）

テニュアトラック教員（助教待遇）

テニュアトラック教員（助教待遇）

テニュアトラック教員（准教授待遇）

テニュア助教、講師、准教授

テニュア助教、講師、准教授

テニュア教授
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新
規
大
学
院
コ
ー
ス
の

設
置

　

超
高
齢
化
社
会
を
背
景
に
、
医
療
政
策

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。同
時
に
、

医
療
系
の
大
学
に
お
い
て
は
、
医
療
研
究

の
推
進
の
み
な
ら
ず
、
疾
患
そ
の
も
の
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
の
疾
患
予
防
科
学
の
確

立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
で
は
、
２
０
１
４

年
度
よ
り
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
博

士
課
程
・
生
命
理
工
学
系
専
攻
に
「
疾
患

予
防
科
学
」
コ
ー
ス
・
領
域
を
設
置
す
る
。

　

疾
病
予
防
科
学
は
、
東
京
医
科
歯
科
大

学
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
、
北
里
大
学
、

学
習
院
大
学
の
４
大
学
連
携
に
よ
る
「
学

際
生
命
科
学
東
京
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を

基
盤
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
生
命
科
学
教

育
リ
ソ
ー
ス
を
補
完
し
合
う
。
さ
ら
に
、

４
大
学
そ
れ
ぞ
れ
が
関
連
す
る
学
会
、
企

業
、
自
治
体
な
ど
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

の
協
力
を
得
て
、
先
進
的
か
つ
国
際
感
覚

豊
か
な
人
材
育
成
を
目
指
す
。
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
研
究
員
な
ど
、
必

ず
し
も
理
系
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持

っ
て
い
な
い
文
系
人
材
も
育
成
の
候
補
だ
。

　
「
初
年
度
で
は
、
本
学
と
お
茶
の
水
女

子
大
学
に
大
学
院
博
士
課
程
を
設
置
し
、

講
義
の
う
ち
６
単
位
を
共
通
単
位
と
し
て

定
め
ま
す
。
本
学
で
は
主
に
医
学
概
論
な

ど
の
医
歯
学
分
野
と
遺
伝
学
分
野
な
ど
を

担
当
し
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
は
統
計
学

に
基
づ
い
た
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
を
中

心
に
担
当
。
北
里
大
学
、
学
習
院
大
学
に

は
博
士
課
程
は
設
置
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
両

大
学
に
よ
る
教
育
・
研
究
も
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
組
み
込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
食
品
メ
ー

カ
ー
、
製
薬
会
社
、
電
機
メ
ー
カ
ー
な
ど

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
教
育
や
研
究
な

ど
に
か
な
り
主
体
的
に
参
画
す
る
こ
と
が

特
徴
で
、
企
業
に
よ
る
講
義
も
行
わ
れ
ま

す
」
と
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
担
当
す
る
竹

本
佳
弘
特
任
教
授
は
話
す
。

　

大
学
院
の
教
育
科
目
は
、
疾
患
予
防
に

関
し
て
、
医
学
か
ら
生
物
学
そ
し
て
、
そ

の
実
用
化
ま
で
鳥
瞰
的
な
視
点
を
身
に
つ

け
る
「
疾
病
予
防
科
学
概
論
」、
臨
床
統

計
解
析
か
ら
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い

ま
で
を
学
ぶ
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
特
論

（
基
礎
と
応
用
）」、
将
来
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
不
可
欠
な
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
特
論
」、
地

政
学
的
・
宗
教
学
的
問
題
な
ど
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
と
し
て
知
っ
て
お
く
べ
き
「
国
際

動
向
特
論
」、
研
究
成
果
を
社
会
に
役
立

て
る
た
め
の「
知
的
財
産
特
論
」の
５
科
目
。

　

研
究
活
動
で
は
、
通
常
の
専
門
的
な
研

究
に
加
え
て
最
初
に
４
大
学
に
あ
る
様
々

な
研
究
室
を
訪
問
。 

特
に
学
外
か
ら
入

学
す
る
学
生
や
社
会
人
大
学
院
生
な
ど

は
、
研
究
室
の
様
子
や
研
究
内
容
を
見
た

う
え
で
研
究
室
を
選
択
で
き
る
。
ま
た
研

究
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
は
、“
滞
在
型
”
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
可
能
だ
。

竹
本
特
任
教
授
は
、「
研
究
室
訪
問
は
、

４
大
学
の
ど
こ
で
・
だ
れ
が
・
ど
の
よ
う

な
研
究
を
行
っ
て
い
る
の
か
を
知
る
よ
い

機
会
。
複
数
の
研
究
者
た
ち
と
の
交
流
を

通
し
て
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
強
化
に
役

立
て
て
ほ
し
い
」
と
説
明
す
る
。
こ
こ
で

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
は
、
本
人
の
そ
の

後
の
研
究
や
修
了
後
の
実
務
な
ど
で
も
大

い
に
役
立
つ
と
期
待
し
て
い
る
。

　

講
義
、
研
究
の
ほ
か
、
本
コ
ー
ス
に
参

画
し
て
い
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ
る

製
薬
企
業
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
な
ど
に
よ
る

企
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
も
実
施
。
全
体

を
通
し
た
課
題
発
見
・
問
題
解
決
型
研
究

を
特
徴
と
す
る
。

　
「
参
加
大
学
、
企
業
と
の
連
携
が
強
化

さ
れ
、
高
い
知
識
と
ス
キ
ル
を
持
っ
た
優

秀
な
人
材
も
社
会
か
ら
見
い
だ
し
や
す
く

な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
本
コ
ー
ス
の
講

義
は
平
日
の
夜
ま
た
は
週
末
に
行
い
ま
す

が
、
学
内
の
講
義
に
つ
い
て
は
学
生
や
教

職
員
が
聴
講
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る

よ
う
可
能
性
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
」（
竹
本
特
任
教
授
）

産
学
連
携
の

促
進

　

大
学
内
で
生
ま
れ
た
優
れ
た
研
究
シ
ー

ズ
を
、
医
療
技
術
や
医
薬
品
、
医
療
機
器

な
ど
で
実
用
化
し
、
社
会
に
還
元
す
る
こ

と
は
医
療
系
大
学
に
与
え
ら
れ
た
ミ
ッ
シ

ョ
ン
の
１
つ
。
こ
の
た
め
、
２
０
１
１
年

４
月
に
研
究
・
産
学
連
携
推
進
機
構
産
学

連
携
推
進
本
部
が
設
立
さ
れ
た
。

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
で
は
、
年
間
約

６
０
０
件
の
研
究
に
関
す
る
契
約
案
件
が

あ
り
、
そ
の
う
ち
約
半
数
は
海
外
と
の
契

約
を
占
め
る
。
遺
伝
子
や
細
胞
、
試
薬
な

ど
の
研
究
試
料
の
提
供
・
受
領
に
際
し
て

交
わ
す
試
料
提
供
契
約
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
も
少

な
く
な
い
。
ま
た
、
特
許
件
数
も
多
く
、

２
０
１
２
年
度
は
約
３
０
０
０
万
円
の
ロ

イ
ヤ
リ
テ
ィ
収
入
が
あ
っ
た
。

　

研
究
・
産
学
連
携
推
進
機
構
で
は
、
こ

う
し
た
契
約
や
特
許
申
請
に
関
わ
る
書
類

作
成
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

を
行
う
。
事
務
作
業
を
行
う
事
務
ス
タ
ッ

フ
の
ほ
か
、
法
曹
出
身
の
法
務
担
当
者
３

人
、
弁
理
士
２
人
が
常
駐
し
、
研
究
成
果

の
知
財
管
理
や
産
学
連
携
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
や
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ま
で
ト
ー

タ
ル
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
産
学
連
携
研
究

セ
ン
タ
ー
長
の
飯
田
香
緒
里
教
授
も
、
法

学
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
。

　
「
優
れ
た
研
究
活
動
や
研
究
成
果
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
実
用
化
に
至
る
に
は
い

く
つ
も
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す
。
研
究

活
動
、
産
学
連
携
活
動
、
実
用
化
研
究
な

ど
を
一
貫
し
て
支
援
す
る
の
が
こ
の
組
織
。

研
究
に
お
け
る
情
報
の
取
り
扱
い
や
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
特
に
重
要
と
な
っ
て
お

り
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
的
な
側
面
か

ら
の
支
援
の
必
要
性
も
増
し
て
い
ま
す
」

　

研
究
・
産
学
連
携
推
進
機
構
に
は
、
産

学
連
携
を
推
進
す
る
た
め
の
企
画
・
戦
略

を
担
う
産
学
連
携
推
進
本
部
が
置
か
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
そ
の
下
に
、
産
学
連
携
支

援
の
運
営
、
産
学
連
携
に
か
か
る
教
育
・

研
究
を
行
う
産
学
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
が

あ
る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
産
学
連
携
の
ト
ー

タ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
行
う
産
学
連
携
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部
門
、知
財
創
出
・

保
護
と
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
行

う
技
術
移
転
部
門
か
ら
な
る
。

　

産
学
連
携
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部

門
で
は
、「
産
学
連
携
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」

が
東
京
医
科
歯
科
大
学
と
産
学
連
携
に
取

り
組
み
た
い
企
業
な
ど
と
の
相
談
窓
口
に

な
り
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
研
究
者
の
紹

介
か
ら
契
約
締
結
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
。
受

託
研
究
や
技
術
指
導
、
寄
附
講
座
な
ど

様
々
な
産
学
連
携
の
相
談
に
も
応
じ
る
。

　

他
方
、
学
内
の
技
術
シ
ー
ズ
の
権
利
化

を
行
う
と
と
も
に
、
企
業
に
向
け
た
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ッ
チ
ン
グ
、
ラ
イ
セ
ン

シ
ン
グ
ま
で
を
支
援
す
る
の
が
技
術
移
転

部
門
。
研
究
担
当
理
事
、
産
学
連
携
副
学

長
、
全
学
部
教
授
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
発

明
評
価
委
員
会
を
組
織
し
、
研
究
成
果
の

産
業
応
用
の
可
能
性
を
踏
ま
え
た
、
権
利

化
の
要
否
を
判
断
し
て
い
る
。
こ
の
部
門

へ
の
発
明
相
談
は
年
間
約
１
０
０
件
程
度

で
、
こ
の
う
ち
40
件
程
度
が
国
内
外
で
実

際
に
出
願
に
至
る
。

　

ま
た
、
産
学
連
携
機
能
の
強
化
・
活
性

化
に
取
り
組
む
ア
カ
デ
ミ
ア
連
合
と
し

て
２
０
１
０
年
６
月
に
発
足
し
た
「
医

学
系
大
学
産
学
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
（m

edU
-net

）」
も
、
重
要
な
活
動
の

１
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
東
京
医

科
歯
科
大
学
はm

edU
-net

に
加
盟
す
る

36
の
大
学
・
公
的
研
究
機
関
を
と
り
ま
と

め
る
幹
事
校
を
務
め
て
お
り
、
２
０
１
３

年
３
月
か
ら
は
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
が

主
体
と
な
っ
て
よ
り
自
立
的
な
運
営
を
開

始
。
全
国
の
ハ
ブ
と
な
り
、
セ
ミ
ナ
ー
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
も
開
催
し
て
い
る
。

　

研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
が
ス
タ
ー
ト

後
は
、
さ
ら
に
活
動
領
域
を
拡
大
。
実
験

動
物
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
支
援
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
ル
ー
ル
や
シ
ス
テ
ム
作
り
に
関

わ
っ
て
き
た
ほ
か
、
今
後
は
Ｕ
Ｒ
Ａ
室
と

連
携
し
た
体
制
作
り
を
目
指
し
て
い
る
。

　
「
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
に
伴
っ
て
、

研
究
・
産
学
連
携
推
進
機
構
の
活
動
領
域

は
大
き
く
広
が
り
ま
す
。
民
間
企
業
か
ら

の
大
学
院
特
別
研
究
生
の
受
け
入
れ
の
増

加
を
図
る
ほ
か
、
産
学
共
同
講
座
の
新
設

な
ど
新
た
な
試
み
も
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

よ
り
一
層
産
学
連
携
活
動
を
推
進
す
る

た
め
に
、
経
済
産
業
省
の
事
業
の
下
で
産

学
連
携
評
価
指
標
の
構
築
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
同
指
標
で
は
、
各
種
活
動
の

効
率
性
や
有
用
性
の
観
点
か
ら
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
の
質
を
診
断
し
、
そ
の
指
標
に
基

づ
い
て
よ
り
効
果
的
な
産
学
連
携
活
動

の
創
出
を
図
り
ま
す
。
こ
う
し
た
試
み
を

ベ
ー
ス
に
、
研
究
か
ら
実
用
化
ま
で
を
一

気
通
貫
型
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
『
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
機
構
』
の
設
立
に
つ
な
げ
て

い
く
計
画
で
す
」（
飯
田
セ
ン
タ
ー
長
）

そのほかの制度

2013年10月現在、東京医科歯科大
学での年俸制は、特任教員（ 特定
有期雇用職員）にのみ適用されて
いる。この年俸制を、今後は、常
勤職員、専門業務職員、さらにＵ
ＲＡ（ユニバーシティ・リサーチ・
アドミニストレーター）の職員にも
適用拡大することを計画している。

年俸制の拡大

05
取り組み

06
取り組み

大型外部資金を獲得した研究者の
中でも、極めて優れた研究成果を
上げたと学長が認めた者には、さ
らに特別な研究手当が支給される。
例えば、当該外部資金の間接経費
に相当する約３ ％ を手当として
当該年度に支給する制度の構築
を目指している。

研究特別手当の設置

08
取り組み

同事業の重要な項目の１つである、
国際化の推進、海外との国際共同
研究に取り組むため、博士号を取
得した優秀な留学生を、本人の卒
業後も６カ月～１年を目安に一定
期間、東京医科歯科大学の特任教
員などのポストを用意して採用す
ることを予定している。

外国人研究員の
雇用と人事規則改正

07
取り組み

研究大学強化促進事業に伴い、
研究活動に特化した組織として

「Advanced Research Center」を新
設。７人を専属教員として採用す
る。採用候補は、准教授クラスの
若手教員で、高度な研究に専念で
きるよう教育や管理運営業務は免
除される。任期は５年とし、その
後は常勤のポストも用意している。

Advanced Research Center
の新設と人事規則改正

竹本佳弘特任教授（疾患予防科学コース）

飯田香緒里産学連携研究センター長

イノベーション推進機構
の設立で、東京医科歯科
大学の質の高い研究を基
盤に、その成果を医療現
場に迅速に提供し、グ
ローバル展開することを
目指す。

Part
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■東京医科歯科大学イノベーション推進機構の設立

東京医科歯科大学イノベーション推進機構

一気通貫 大学発先進医療・医薬品・ 
医療機器の国際展開 

機構長（学長）

機構会議（理事、副学長、URA室長、事務）

イノベーション推進センター

重要研究
テーマ

優秀な留学生PD テニュアトラック教員（国際公募）

03
取り組み

04
取り組み

■学際生命科学東京コンソーシアムを基盤とした
　疾患予防科学コース

疾患予防科学コース（DPSC）設置
学位記へのコンソーシアム付記

・４大学による教育体制
・ステークホルダーによる幅広い教育

・大学を超えた複数研究指導体制
・研究者間のネットワーキング

博士課程（生命理工学系専攻）

DPSC： Disease Prevention Science Course

大学院疾患予防科学コースは、東京医科歯科大学、お茶の水女子大学、
北里大学、学習院大学が連携し、2014年4月より、東京医科歯科大学と
お茶の水女子大学の2大学で開講される。

学際生命科学東京コンソーシアム

・単位互換
・学生支援の共同開催 
・卒後教育、若手人材育成

大学院教育の高度化 大学資源の有効活用

お茶の水女子
大学 学習院大学 北里大学東京医科歯科

大学

ゲノムベースの
疾患予防

生活習慣と
疾患予防

ポストゲノムと
疾患予防

環境因子と
疾患予防

・研究機器の共有化 
・図書館等の共有化
・医療系大学産学連携 
・疾患バイオリソースセンター 
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半
月
板
損
傷
に
対
す
る
細
胞
治
療
の
臨
床

研
究
が
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
だ
。
本
学
整

形
外
科
の
高
度
な
手
術
と
組
み
合
わ
せ
、

日
本
に
８
０
０
万
人
い
る
変
形
性
膝
関
節

症
の
再
生
医
療
の
実
現
も
目
指
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
学
内
に
は
消
化
器
内
科
の

「
潰
瘍
性
大
腸
炎
の
た
め
の
大
腸
上
皮
再

生
」
や
歯
科
の
「
歯
周
組
織
の
再
生
」
な

ど
、
臨
床
応
用
を
目
前
と
し
た
優
れ
た
再

生
医
療
研
究
が
数
多
く
進
ん
で
い
る
。
こ

う
し
た
研
究
に
つ
い
て
も
、
順
次
実
用
化

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
計
画
だ
。

　
「
い
か
に
優
れ
た
研
究
で
も
、
臨
床
応

用
ま
で
に
は
数
々
の
障
壁
が
あ
り
、
実
験

に
必
要
な
機
器
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
そ

も
そ
も
誰
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら

ず
困
っ
て
い
る
研
究
者
も
少
な
く
な
い
は

ず
で
す
。
臨
床
試
験
が
始
ま
れ
ば
、
新
た

な
課
題
が
た
く
さ
ん

出
て
き
ま
す
。
研
究

シ
ー
ズ
を
実
用
化
す

る
た
め
に
は
学
内
の

連
携
体
制
は
も
ち
ろ

ん
、企
業
と
の
協
力
、

国
や
独
立
行
政
法
人

へ
の
働
き
か
け
な
ど

も
不
可
欠
で
す
。
当

セ
ン
タ
ー
は
、
基
礎

か
ら
臨
床
応
用
、
さ

ら
に
そ
の
先
の
保
険

適
用
や
産
業
化
ま
で

を
視
野
に
入
れ
て
、

東京医科歯科大学

非臨床研究の支援
●実験動物センター

生体機能
材料開発

●生体材料
　工学研究所

再生医療
製品の
安全性の検証

●難治疾患
　研究所

教育研究

倫理面からの検証

●生命倫理
　研究センター

●産学連携推進本部
知財管理

研究支援

ト
ー
タ
ル
で
支
援
す
る
組
織
で
あ
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」（
関
矢
セ
ン
タ
ー
長
）

実
験
動
物
セ
ン
タ
ー

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
で
は
創
立
当
初

か
ら
実
験
動
物
を
管
理
す
る
た
め
の
施

設
を
運
営
し
て
き
た
。
従
来
の
施
設
が

２
０
１
０
年
４
月
に
「
実
験
動
物
セ
ン
タ

ー
」
に
再
編
成
し
、
全
学
共
通
の
施
設
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
研
究
支
援
部
門
、
管

理
事
務
部
門
の
ほ
か
、
医
歯
学
総
合
研
究

科
疾
患
モ
デ
ル
動
物
解
析
学
分
野
と
の
協

力
に
よ
る
疾
患
モ
デ
ル
動
物
開
発
部
門
、

医
学
部
附
属
病
院
心
臓
血
管
外
科
と
の
協

力
に
よ
る
先
端
的
外
科
治
療
技
術
研
究
開

発
部
門
の
４
つ
に
分
か
れ
る
。
ま
た
、
セ

ン
タ
ー
全
体
と
し
て
研
究
・
産
学
連
携
推

進
機
構
と
連
携
し
た
運
営
体
制
で
内
規
策

定
や
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
２
年
６
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た

「
マ
ウ
ス
キ
ー
バ
ン
ク
」
で
は
、
様
々
な

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
や
遺
伝
子
改
変
マ

ウ
ス
の
凍
結
胚
を
管
理
・
保
管
。
管
理
さ

れ
て
い
る
凍
結
胚
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
公

開
し
、
学
内
の
誰
も
が
利
用
で
き
る
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
た
。

　

エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
て
い
る
マ
ウ
ス
は

こ
の
１
年
で
１
５
８
種
類
。
学
内
の
研
究

疾患
バイオリソース

センター 
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者
が
こ
れ
ま
で
に
海
外
か
ら
購
入
し
た
マ

ウ
ス
や
、
研
究
者
自
ら
作
成
し
た
マ
ウ
ス

の
ほ
か
、
理
化
学
研
究
所
の
発
生
・
再
生

科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
作
成
さ
れ
た

細
胞
内
小
器
官
を
可
視
化
す
る
マ
ウ
ス
な

ど
も
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
て
い
る
。
特
異
的

遺
伝
子
が
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
さ
れ
た
マ
ウ
ス

と
掛
け
合
わ
せ
て
、
研
究
目
的
に
合
っ
た

マ
ウ
ス
を
作
成
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

金
井
正
美
セ
ン
タ
ー
長
は
次
の
よ
う
に
説

明
す
る
。

　
「
私
自
身
、
長
年
に
わ
た
っ
て
マ
ウ
ス

の
初
期
胚
発
生
に
関
す
る
基
礎
研
究
に
携

わ
っ
て
お
り
、
研
究
者
の
目
線
で
セ
ン
タ

ー
に
必
要
な
機
能
を
考
え
て
い
ま
す
。
特

に
臨
床
医
や
若
手
研
究
者
の
先
生
方
は
、

マ
ウ
ス
導
入
や
遺
伝
子
改
変
な
ど
が
時
間

的
に
困
難
な
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
セ
ン

タ
ー
を
利
用
す
れ
ば
非
常
に
効
率
よ
く
実

験
を
ス
タ
ー
ト
で
き
る
の
で
す
。
幅
広
い

研
究
支
援
を
目
的
と
し
て
お
り
、
動
物
管

理
に
と
ど
ま
ら
ず
、
解
析
技
術
や
マ
ウ
ス

作
成
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
も
オ
ー
プ
ン
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

通
常
、
実
験
動
物
を
用
い
て
実
験
を

行
う
場
合
、
様
々
な
申
請
が
必
要
と
な

る
。
今
後
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
実
験
計
画

書
や
実
験
資
格
な
ど
を
Ｗ
ｅ
ｂ
経
由
で
一

括
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く

予
定
だ
。
研
究
者
は
、
実
験
動
物
の
提
供

を
受
け
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
実
験
動
物

セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
時
点
で
、
文
部
科

学
省
の
指
針
に
則
っ
て
無
駄
な
く
適
切
に

管
理
・
使
用
で
き
て
い
る
と
示
す
こ
と
が

で
き
る
。
年
４
回
、
国
際
基
準
の
微
生
物

検
査
も
同
セ
ン
タ
ー
が
一
括
し
て
行
う
な

ど
、研
究
者
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
は
多
い
。

　
「
実
験
終
了
後
も
論
文
な
ど
の
研
究
成

果
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
予
定
で
す
。
近

年
数
々
の
研
究
分
野
で
注
目
度
の
高
い
免

疫
不
全
症
マ
ウ
ス
（
ヒ
ト
化
マ
ウ
ス
）
や

疾
患
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
な
ど
も
積
極
的
に
導

入
し
、
実
験
動
物
の
情
報
発
信
拠
点
と
し

て
の
機
能
を
果
た
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」（
金
井
セ
ン
タ
ー
長
）

　

疾
患
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
は
、

文
部
科
学
省
の
特
別
経
費
「
疾
患
バ
イ
オ

リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
設
置
に
よ
る
産
学
官

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
研
究
拠
点
の
形

成
」
事
業
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
。
研
究
大

学
強
化
促
進
事
業
の
採
択
に
伴
い
、
研
究

環
境
の
改
革
の
柱
と
し
て
、
さ
ら
な
る
機

能
強
化
を
図
る
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
東
京
医
科
歯
科
大
学

の
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
を
一
元
的
に
管
理
す

る
「
バ
イ
オ
バ
ン
ク
」
事
業
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
。
電
子
カ
ル
テ
導
入
以
降
の
医
・

歯
学
部
附
属
病
院
に
お
け
る
す
べ
て
の
診

療
記
録
と
臨
床
検
査
デ
ー
タ
、
先
端
的
外

科
手
術
に
よ
り
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
外

科
切
除
試
料
や
血
液
試
料
な
ど
の
バ
イ
オ

リ
ソ
ー
ス
、
硬
組
織
疾
患
ゲ
ノ
ム
セ
ン
タ

ー
で
収
集
し
た
疾
患
ゲ
ノ
ム
情
報
な
ど
を

一
元
管
理
。
生
命
倫
理
研
究
セ
ン
タ
ー
が

構
築
し
た
包
括
同
意
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

て
運
用
を
行
う
。

　

Ｍ
&
Ｄ
タ
ワ
ー
の
地
下
１
階
に
あ
る

セ
ン
タ
ー
内
（
３
１
１
㎡
）
に
は
、
約
２ 

万
５
０
０
０
人
分
の
サ
ン
プ
ル
チ
ュ
ー
ブ

を
収
納
で
き
る
特
大
の
液
体
窒
素
凍
結
保

管
シ
ス
テ
ム
、
超
低
温
フ
リ
ー
ザ
ー
を
有

し
、
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
を
保
管
。
バ
イ
オ

リ
ソ
ー
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
開
発
室
に
は
、

次
世
代
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー
な
ど
の
最
先
端

分
析
器
を
設
置
し
、
遺
伝
学
的
・
分
子
生

物
学
的
解
析
を
実
施
す
る
。

　

サ
ン
プ
ル
収
集
に
あ
た
っ
て
は
医
師
が

患
者
に
対
し
て
協
力
依
頼
を
す
る
が
、
従

来
の
よ
う
に
一
つ
ひ
と
つ
の
研
究
に
つ
い

て
個
別
に
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、「
現

時
点
で
は
研
究
内
容
や
研
究
者
が
特
定
さ

れ
て
い
な
い
将
来
の
研
究
に
活
用
す
る
」

と
い
う
内
容
で
包
括
同
意
を
得
る
。

　

患
者
か
ら
提
供
さ
れ
た
臨
床
検
体
は
、

臨
床
に
必
要
な
部
分
と
は
別
に
、
疾
患
バ

イ
オ
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
タ
グ
を
付
け

た
う
え
で
す
べ
て
バ
イ
オ
バ
ン
ク
に
試
料

が
集
ま
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
。
バ
イ
オ
バ

ン
ク
と
病
院
間
に
新
設
し
た
ケ
ー
ブ
ル
を

通
じ
て
厳
重
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
下
で

通
信
制
御
を
行
う
。
そ
し
て
、
試
料
を
必

要
と
す
る
研
究
者
は
バ
イ
オ
バ
ン
ク
か
ら

試
料
を
提
供
さ
れ
、
自
分
の
研
究
に
使
う

こ
と
が
で
き
る
。
稲
澤
譲
治
セ
ン
タ
ー
長

は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
従
来
、
検
体
を
集
め
る
方
法
は
、
研
究

ご
と
に
倫
理
審
査
を
通
し
て
個
別
で
患
者

さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が

バ
イ
オ
バ
ン
ク
で
一
括
管
理
で
き
る
こ
と

に
な
っ
た
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
で
し
ょ

う
。
利
用
を
希
望
す
る
医
師
は
、
試
料
活

用
委
員
会
で
科
学
的
妥
当
性
を
検
討
す
る

審
査
を
受
け
た
後
、
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
た
試

料
を
利
用
で
き
る
の
で
す
。今
の
と
こ
ろ
、

医
師
に
は
患
者
さ
ん
に
対
し
て
包
括
同
意

の
説
明
を
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
い
ず
れ
は
専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
配
置
を
考
え
て
い
ま
す
」

再
生
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

　

日
本
国
内
で
は
、
２
０
１
３
年
４
月
に

「
再
生
医
療
推
進
法
案
」
が
成
立
し
、
再

生
医
療
を
推
進
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
高

ま
っ
て
い
る
。
東
京
医
科
歯
科
大
学
は
、

こ
れ
ま
で
に
数
々
の
再
生
医
療
研
究
で
高

い
実
績
を
上
げ
て
お
り
、
世
界
を
リ
ー
ド

て
移
植
す
る
治
療
が
２
０
１
３
年
４
月
に

保
険
収
載
さ
れ
た
。
し
か
し
、
切
開
手
術

に
よ
る
侵
襲
が
大
き
く
医
療
費
も
高
額
に

な
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
一
方
、
整
形

外
科
専
門
医
で
も
あ
る
関
矢
一
郎
セ
ン
タ

ー
長
ら
に
よ
る
滑
膜
幹
細
胞
を
用
い
た
軟

骨
再
生
医
療
で
は
、
関
節
鏡
下
で
細
胞
の

採
取
と
移
植
が
可
能
で
、
低
コ
ス
ト
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
こ
う
し
た
実
績
を

踏
ま
え
て
、
２
０
１
３
年
秋
か
ら
関
節
軟

骨
損
傷
と
同
様
、
患
者
の
ニ
ー
ズ
の
高
い

す
る
分
野
も
少
な
く
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
研
究
シ
ー

ズ
が
再
生
医
療
製
品
と
し
て
実
用
化
さ
れ

た
ケ
ー
ス
は
日
本
で
は
極
め
て
少
な
い
。

諸
外
国
と
比
べ
て
み
る
と
、
欧
州
20
品
目

（
治
験
中
42
品
目
）、
米
国
９
品
目
（
治
験

中
88
品
目
）、
韓
国
14
品
目
（
治
験
中
31

品
目
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本
は
わ

ず
か
２
品
目
（
治
験
中
４
品
目
）
で
あ
る

（
２
０
１
２
年
12
月
時
点
）。

　

そ
こ
で
、
学
内
の
優
れ
た
再
生
医

療
研
究
を
実
用
化
に
つ
な
げ
る
べ
く
、

２
０
１
３
年
４
月
に
「
再
生
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
た
。
同
時
に
「
再

生
医
療
研
究
推
進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

を
構
築
し
、
再
生
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
が

中
心
と
な
っ
て
、
難
治
疾
患
研
究
所
、
生

体
材
料
工
学
研
究
所
、
医
・
歯
学
部
附
属

病
院
を
は
じ
め
、
実
験
動
物
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
学
内
研
究
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

企
業
や
国
・
独
立
行
政
法
人
に
も
働
き
か

け
て
、
早
期
臨
床
応
用
を
目
指
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
２
０
１
４
年
度

を
目
標
に
、
細
胞
培
養
関
連
機
器
、
培
養

解
析
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
備
え
る
予
定
だ
。

ま
ず
は
東
京
医
科
歯
科
大
学
内
の
研
究
分

野
の
中
で
も
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
る

「
滑
膜
幹
細
胞
を
用
い
た
変
形
性
膝
関
節

症
に
対
す
る
再
生
医
療
」
を
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
し
て
展
開
す
る
。

　

日
本
で
は
軟
骨
損
傷
に
つ
い
て
は
、
患

者
の
正
常
軟
骨
組
織
を
採
取
、
増
殖
さ
せ

Part
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患
者
へ
の
負
担
が
少
な
い
低
侵
襲
な
治

療
法
と
し
て
、
近
年
、
適
応
範
囲
が
広
が

り
つ
つ
あ
る
内
視
鏡
手
術
。
内
視
鏡
カ
メ

ラ
と
鉗
子
を
入
れ
る
小
さ
な
穴
を
体
に
数

カ
所
開
け
る
だ
け
で
手
術
が
可
能
で
、
開

腹
手
術
に
比
べ
て
傷
口
が
小
さ
く
、
術
後

の
回
復
も
早
い
。
そ
の
た
め
、
入
院
期
間

が
短
く
て
済
み
、
医
療
費
を
抑
制
で
き
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

　

内
視
鏡
手
術
を
行
う
際
は
、
ス
コ
ピ
ス

ト
と
呼
ば
れ
る
カ
メ
ラ
係
が
内
視
鏡
を
持

ち
、
鉗
子
を
操
る
術
者
の
指
示
に
従
っ
て

術
野
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
。
ス
コ
ピ
ス
ト
と
術
者
の
円
滑
な

意
思
の
疎
通
が
大
変
重
要
で
、
こ
れ
が
う

ま
く
い
か
な
い
と
手
術
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
て
し
ま
う
。

　

一
方
、
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
で
は
、
内

視
鏡
カ
メ
ラ
で
患
者
体
内
を
モ
ニ
タ
ー
し

な
が
ら
、
数
本
の
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
を
操

っ
て
手
術
を
行
う
。
術
者
が
手
で
鉗
子
を

持
っ
て
操
作
す
る
時
の
よ
う
な
手
ぶ
れ
が

な
く
、
立
体
的
な
画
像
モ
ニ
タ
ー
が
可
能

ラ
を
操
作
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
ジ
ャ
イ
ロ

セ
ン
サ
ー
が
術
者
の
頭
が
前
後
す
る
動
き

を
捉
え
て
、
映
し
出
す
画
像
の
拡
大
や
縮

小
を
操
作
で
き
る
。
足
下
の
フ
ッ
ト
ペ
ダ

ル
で
各
ジ
ャ
イ
ロ
セ
ン
サ
ー
の
切
り
替
え

も
可
能
だ
。

　
「
内
視
鏡
カ
メ
ラ
を
動
か
す
マ
ニ
ピ
ュ

レ
ー
タ
ー
の
位
置
制
御
に
は
、
空
気
圧
駆

動
方
式
を
採
用
。
電
気
的
な
オ
ン
、
オ
フ

の
動
き
で
は
な
く
、
空
気
圧
特
有
の
“
ふ

わ
り
と
し
た
動
き
”
が
可
能
で
、
生
体
内

で
動
く
う
え
で
の
安
全
性
も
高
ま
り
ま
し

た
」

　

オ
プ
シ
ョ
ン
の
ヘ
ッ
ド
マ
ウ
ン
ト
デ
ィ

ス
プ
レ
ー
と
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
目
の
前

に
表
示
さ
れ
る
３
Ｄ
画
像
を
見
な
が
ら
手

を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
ホ
ル
ダ

ー
を
使
え
ば
、
両
手
が
塞
が
っ
た
状
態
で

も
内
視
鏡
カ
メ
ラ
を
動
か
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
ス
コ
ピ
ス
ト
が
い
な
く
て
も
術

者
自
身
で
手
術
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
泌
尿
器
科
で
計
３
回
の

臨
床
試
験
を
実
施
。
２
０
１
４
年
の
実
用

化
に
向
け
て
調
整
を
行
っ
て
い
る
段
階
だ

と
い
う
。

　
「
製
品
化
に
向
け
て
は
、
技
術
面
よ
り

も
運
用
面
で
の
課
題
を
ど
う
解
消
す
る
か

が
鍵
で
す
。
ス
コ
ピ
ス
ト
が
手
で
持
っ
て

固
定
し
て
い
る
内
視
鏡
カ
メ
ラ
を
手
術
台

に
固
定
す
る
わ
け
で
す
が
、
手
術
台
周
辺

は
医
師
や
看
護
師
、
麻
酔
科
医
な
ど
が
動

き
回
る
た
め
、
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
固

定
す
る
と
な
る
と
、
そ
の
場
所
決
め
が
と

て
も
難
し
い
。
移
動
で
き
る
独
立
式
の
固

定
用
ア
ー
ム
な
ど
を
含
め
、
様
々
な
可
能

性
を
検
討
し
て
い
ま
す
」

力
加
減
を
伝
え
る

空
気
圧
駆
動
ロ
ボ
ッ
ト

　

川
嶋
教
授
は
さ
ら
に
、
エ
ア
ロ
ビ
ジ
ョ

ン
の
“
本
体
”
と
も
い
え
る
鉗
子
を
操
作

す
る
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
も
開
発
中
だ
。「
ダ

ヴ
ィ
ン
チ
を
し
の
ぐ
国
産
手
術
支
援
ロ
ボ

ッ
ト
に
な
り
得
る
」と
自
信
を
覗
か
せ
る
。

　

川
嶋
教
授
が
専
門
と
す
る
空
気
に
よ
る

計
測
制
御
技
術
を
使
い
、
従
来
の
手
術
支

援
ロ
ボ
ッ
ト
が
苦
手
と
し
て
き
た
力
加
減

（
力
覚
）
を
伝
え
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
り
出

し
た
。

　

鉗
子
は
空
気
圧
駆
動
に
よ
り
動
き
、
内

視
鏡
ホ
ル
ダ
ー
同
様
に
ふ
わ
り
と
し
た
力

覚
を
持
つ
。
鉗
子
先
端
が
多
臓
器
な
ど
に

接
触
し
た
場
合
に
は
、
力
セ
ン
サ
ー
を
用

い
る
こ
と
な
く
、
接
触
力
を
空
気
圧
シ
リ

ン
ダ
ー
の
差
圧
か
ら
推
測
し
て
、
操
作
す

る
医
師
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

例
え
ば
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
は
、
高
感
度
な

内
視
鏡
カ
メ
ラ
の
視
覚
情
報
に
よ
り
、
立

体
画
像
と
広
い
視
野
で
体
内
を
捉
え
た
手

術
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
。
た
だ
し
、
視

覚
に
頼
っ
た
こ
の
や
り
方
で
は
力
加
減

（
力
覚
）
が
伝
わ
り
に
く
い
。
過
度
な
力

が
加
わ
っ
た
り
、
死
角
と
な
る
術
野
の
裏

側
な
ど
に
鉗
子
が
触
れ
て
傷
を
負
う
危
険

も
あ
る
。
空
気
圧
駆
動
は
、
こ
う
し
た
危

険
回
避
に
役
立
つ
と
考
え
て
い
る
。

　
「
止
め
た
い
時
に
ピ
タ
リ
と
止
ま
り
、

動
く
時
に
は
滑
ら
か
と
い
う
精
密
な
動
き

を
追
求
し
た
結
果
、
辿
り
着
い
た
の
が
空

気
圧
駆
動
で
し
た
。
そ
れ
で
い
て
、
臓
器

の
一
部
を
切
除
し
た
り
、
縫
合
し
た
糸
を

引
っ
張
る
な
ど
、
外
科
手
術
で
求
め
ら
れ

る
力
も
発
揮
で
き
る
の
で
す
」

中
小
病
院
で
も
導
入
可
能
な

省
ス
ペ
ー
ス
・
省
エ
ネ
設
計

　

川
嶋
教
授
は
、
限
ら
れ
た
手
術
室
内
の

広
さ
も
考
慮
し
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を
開

発
し
て
い
る
。
一
般
の
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ

ト
は
大
き
く
、
手
術
室
の
改
修
が
必
要
に

な
る
ほ
ど
だ
が
、
川
嶋
教
授
の
手
術
支
援

ロ
ボ
ッ
ト
は
で
き
る
だ
け
コ
ン
パ
ク
ト
に

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
既
存
の
手

術
台
周
辺
に
セ
ッ
ト
し
て
使
用
で
き
る
ば

か
り
か
、
車
に
積
ん
で
運
べ
る
サ
イ
ズ
に

も
こ
だ
わ
っ
た
。
ま
た
、
大
型
の
手
術
支

援
ロ
ボ
ッ
ト
に
比
べ
て
消
費
電
力
も
極
め

て
少
な
い
の
で
、
医
療
機
関
の
規
模
を
選

ば
ず
に
導
入
で
き
る
。

　

開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
医
学
部
附
属
病

院
の
外
科
、
泌
尿
器
科
、
低
侵
襲
医
療
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
協
力
を
得
て
お
り
、
実
際

の
手
術
現
場
に
も
数
多
く
立
ち
会
っ
て
き

た
。
ま
ず
は
内
視
鏡
ホ
ル
ダ
ー
が
先
行
し

て
実
用
化
さ
れ
る
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム

に
つ
い
て
も
４
年
後
を
目
標
に
実
用
化
を

目
指
し
て
い
る
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
た
遠
隔
手
術
の

研
究
も
進
ん
で
お
り
、
数
千
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
離
れ
た
場
所
で
も
、
ス
カ
イ
プ
を
使
っ

て
手
術
で
き
る
。

　
「
今
は
腹
部
と
泌
尿
器
で
検
証
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
は
ほ
か
の
臓
器
や

歯
科
で
も
使
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
。
究
極
は
、
お
腹
を
開
け
て
手
を
入
れ

て
い
る
よ
う
な
感
覚
で
手
術
で
き
る
手
術

支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
る
こ
と
。
ま
た
、
医

療
や
介
護
現
場
で
役
立
つ
パ
ワ
ー
ア
シ
ス

ト
装
置
な
ど
、
空
気
圧
制
御
に
よ
る
医
療

機
器
も
開
発
し
て
い
ま
す
」

　

川
嶋
教
授
の
研
究
成
果
が
国
内
の
手
術

支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を
先
導
し
つ
つ
あ
る
。

み
出
し
た
と
こ
ろ
だ
。

　

こ
の
内
視
鏡
ホ
ル
ダ
ー
は
、
術
者
の
頭

部
に
装
着
し
た
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
の
ジ
ャ
イ

ロ
セ
ン
サ
ー
が
、
前
後
、
上
下
、
左
右
の

動
き
を
検
出
。
頭
の
動
き
で
内
視
鏡
カ
メ

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
研
究
成
果
の
1
つ

で
あ
る
内
視
鏡
ホ
ル
ダ
ー
「
エ
ア
ロ
ビ
ジ

ョ
ン
（
仮
）」
が
、
２
０
１
２
年
11
月
に

一
般
医
療
機
器
と
し
て
薬
事
承
認
を
受

け
、
実
用
化
に
向
け
て
大
き
く
一
歩
を
踏

に
な
る
な
ど
、
従
来
の
内
視
鏡
手
術
よ
り

も
さ
ら
に
精
度
の
高
い
治
療
が
行
え
る
。

　

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
代
名
詞
と
も
い

え
る
の
は
、
米
国
イ
ン
テ
ュ
イ
テ
ィ
ブ
・

サ
ー
ジ
カ
ル
社
の
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
。
日
本
で

も
２
０
１
２
年
４
月
か
ら
前
立
腺
が
ん
手

術
で
保
険
適
用
に
な
り
、
医
療
機
関
へ
の

導
入
も
進
む
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
日
本
の
国
産
手
術
支
援
ロ
ボ

ッ
ト
は
な
か
な
か
実
用
化
に
至
っ
て
い
な

い
。
薬
事
承
認
な
ど
の
障
壁
が
高
く
、
優

れ
た
研
究
開
発
も
日
の
目
を
見
ず
に
い
る

の
が
現
状
だ
。

頭
の
動
き
に
応
じ
て

内
視
鏡
カ
メ
ラ
を
操
作

　

そ
の
よ
う
な
国
内
の
現
状
に
一
石
を
投

じ
る
研
究
開
発
が
生
体
材
料
工
学
研
究
所

で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
同
研
究
所
の
川
嶋

健
嗣
教
授
の
内
視
鏡
カ
メ
ラ
に
よ
る
手
術

支
援
ロ
ボ
ッ
ト
だ
。
川
嶋
教
授
は
、
前
職

の
東
京
工
業
大
学
時
代
か
ら
国
産
手
術
支

援
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
用
化
を
目
指
し
て
研
究

Research Worker Kawashima Kenji
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生
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材
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工
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研
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修
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部
門 

バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
分
野

国
産
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
に
向
け

内
視
鏡
ホ
ル
ダ
ー
を
実
用
化

ロボットアームの先端についている鉗子は、体外に4個、体内に
2個、計6個の関節がある。通常は外側4個の関節だけで、体内
では軸を中心に回転させることしかできないが、体内部分にも
関節があるので手首のように曲げることができる。

頭の動きで操作できるモーター駆動型内視鏡ホルダー「エアロビジョン（仮）」。動作
検証に来ていた外科医は、基本的な動作の完成度を高く評価したうえで「あともう
少し動きが滑らかになることと、トラブル時のリスクマネジメントがしっかりして
いれば実用化できる」と太鼓判を押す。
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白
血
球
の
一
種
で
あ
る
樹
状
細
胞
。
全

身
に
分
布
し
、
そ
の
名
の
通
り
木
の
枝
の

よ
う
な
無
数
の
突
起
（
樹
状
突
起
）
を
持

つ
。
こ
の
突
起
で
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
病
原

体
や
が
ん
細
胞
を
ト
ラ
ッ
プ
し
て
分
解
す

る
と
、
リ
ン
パ
節
に
移
動
し
て
Ｔ
細
胞
に

病
原
体
の
種
類
（
抗
原
）
を
伝
え
る
。
こ

の
知
ら
せ
を
受
け
取
っ
た
Ｔ
細
胞
が
活
性

化
し
、
キ
ラ
ー
T
細
胞
や
抗
体
を
作
り
出

し
て
病
原
体
を
攻
撃
す
る
。

　

樹
状
細
胞
は
、
外
か
ら
の
病
原
体
に
対

し
て
免
疫
系
を
活
性
化
さ
せ
る
だ
け
で
は

な
く
、
自
己
免
疫
に
寛
容
に
な
る
よ
う
に

働
き
か
け
て
自
己
免
疫
疾
患
を
抑
制
す
る

役
割
も
担
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
う

し
た
こ
と
か
ら
樹
状
細
胞
は
、「
免
疫
の

司
令
塔
」
と
呼
ば
れ
る
。

　

こ
の
樹
状
細
胞
の
働
き
を
使
え
ば
、
特

定
の
病
原
体
や
が
ん
細
胞
を
標
的
と
し
て

攻
撃
す
る
治
療
が
可
能
に
な
る
。
ま
た
、

抗
原
を
提
示
し
た
状
態
の
樹
状
細
胞
を
ワ

ク
チ
ン
と
し
て
接
種
す
る
こ
と
で
感
染
症

予
防
が
で
き
る
な
ど
、
樹
状
細
胞
を
使
っ

が
集
ま
る
中
、
２
０
０
７
年
、
難
治
疾
患

研
究
所
の
樗
木
俊
聡
教
授
、
小
内
伸
幸
講

師
ら
は
ス
イ
ス
の
グ
ル
ー
プ
と
の
共
同
研

究
に
よ
り
、
世
界
で
初
め
て
樹
状
細
胞
の

前
駆
細
胞
を
発
見
し
た
。

　

過
去
に
は
、
樹
状
細
胞
だ
け
で
な
く
、

ほ
か
の
細
胞
も
作
っ
て
し
ま
う
前
駆
細
胞

が
見
つ
か
っ
て
い
る
が
、
樗
木
教
授
ら
が

マ
ウ
ス
の
骨
髄
か
ら
発
見
し
た
前
駆
細
胞

は
樹
状
細
胞
し
か
生
み
出
さ
な
い
。
そ
し

て
、
わ
ず
か
１
個
の
前
駆
細
胞
か
ら

５
０
０
〜
１
０
０
０
個
の
樹
状
細
胞
を
作

り
出
せ
る
。
こ
の
発
見
で
、
樹
状
細
胞
を

応
用
し
た
治
療
は
大
き
く
前
進
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。
樗
木
教
授
は
次
の
よ
う

に
説
明
す
る
。

　
「
大
量
の
樹
状
細
胞
を
作
れ
る
こ
と
に

加
え
、
い
つ
で
も
新
鮮
な
樹
状
細
胞
を
使

え
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
樹
状
細
胞

の
寿
命
は
わ
ず
か
数
日
。
患
者
さ
ん
の
末

梢
血
か
ら
採
っ
て
き
た
と
し
て
も
す
ぐ
に

使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
前
駆

細
胞
な
ら
ば
目
的
遺
伝
子
を
入
れ
て
患
者

さ
ん
の
体
内
に
戻
し
、
樹
状
細
胞
に
分
化

さ
せ
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
で
し
ょ
う
」

　

抗
原
遺
伝
子
を
組
み
込
ん
だ
ベ
ク
タ
ー

を
前
駆
細
胞
に
入
れ
て
や
れ
ば
、
そ
こ
か

ら
生
ま
れ
る
多
く
の
樹
状
細
胞
に
抗
原
が

発
現
す
る
仕
掛
け
も
作
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
も
、
す
べ
て
が
確
実
に
樹
状
細

胞
に
な
る
の
で
、
単
球
か
ら
誘
導
し
て
作

っ
た
樹
状
細
胞
よ
り
も
高
い
効
果
が
期
待

で
き
る
の
だ
。

新
タ
イ
プ
樹
状
細
胞
の

前
駆
細
胞
も
発
見

　

樹
状
細
胞
そ
の
も
の
は
、
１
９
７
３
年

に
ラ
ル
フ
・
ス
タ
イ
ン
マ
ン
教
授
に
よ
っ

て
発
見
さ
れ
、
２
０
１
１
年
に
は
ノ
ー
ベ

ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
。
こ
の

細
胞
は
長
ら
く
、
Ｔ
細
胞
な
ど
に
抗
原
の

情
報
を
伝
え
る
機
能
（
抗
原
提
示
能
）
を

有
す
る
細
胞
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
99
年
に
ヒ
ト
で
、
01
年
に
マ
ウ

ス
で
、
細
胞
内
部
で
取
り
込
ん
だ
病
原
体

の
核
酸
を
認
識
し
て
免
疫
系
を
調
節
す
る

働
き
を
持
つ
Ⅰ
型
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
を

大
量
に
放
出
す
る
形
質
細
胞
様
樹
状
細
胞

と
い
う
新
タ
イ
プ
が
発
見
さ
れ
た
。

　

従
来
型
の
樹
状
細
胞
は
Ｔ
細
胞
に
抗
原

を
知
ら
せ
て
直
接
攻
撃
さ
せ
る
が
、
一
方

の
形
質
細
胞
様
樹
状
細
胞
は
、
Ⅰ
型
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
を
産
生
し
て
ウ
イ
ル
ス
な

ど
へ
の
感
染
防
御
免
疫
を
誘
導
す
る
。
ど

ち
ら
も
免
疫
系
で
は
必
須
の
細
胞
だ
が
、

働
き
が
少
し
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
臨
床

応
用
の
方
向
性
も
異
な
る
。

　
「
治
療
の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
に
も
、

両
方
の
前
駆
細
胞
を
見
つ
け
出
し
た
い
」

と
考
え
た
樗
木
教
授
ら
。
２
０
０
７
年
に

発
見
し
た
従
来
型
樹
状
細
胞
の
前
駆
細
胞

に
続
き
、
２
０
１
３
年
に
は
形
質
細
胞
様

樹
状
細
胞
の
前
駆
細
胞
を
発
見
。

　
「
従
来
型
と
形
質
細
胞
様
樹
状
細
胞
の

前
駆
細
胞
は
、
ど
ち
ら
も
細
胞
表
面
マ
ー

カ
ー
の
発
現
パ
タ
ー
ン
は
ほ
と
ん
ど
同

じ
。
唯
一
違
っ
て
い
た
の
は
、
あ
る
サ
イ

ト
カ
イ
ン
受
容
体
が
発
現
し
て
い
る
か
否

か
と
い
う
点
だ
け
で
し
た
。
苦
労
し
た
の

は
む
し
ろ
そ
の
後
で
、
従
来
型
と
形
質
細

胞
様
樹
状
細
胞
の
前
駆
細
胞
が
ど
の
よ
う

な
機
序
で
分
化
し
て
、
お
互
い
に
ど
の
よ

う
な
関
係
に
あ
る
の
か
が
明
ら
か
に
な
る

ま
で
の
過
程
で
す
。
試
験
管
内
の
実
験
で

は
、
従
来
型
に
対
し
て
、
あ
る
サ
イ
ト
カ

イ
ン
が
作
用
す
る
と
、
形
質
細
胞
様
樹
状

細
胞
の
前
駆
細
胞
に
変
化
す
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
」

今
後
は
ヒ
ト
で

前
駆
細
胞
を
見
つ
け
た
い

　

樗
木
教
授
ら
は
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
、
ヒ
ト
の
樹
状
細
胞
の
前
駆
細
胞
を
探

索
し
て
い
る
。
血
液
セ
ン
タ
ー
か
ら
提
供

さ
れ
た
臍
帯
血
を
使
っ
て
前
駆
細
胞
を
調

べ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
分
娩
時
の
女
性
か

ら
し
か
採
取
で
き
な
い
臍
帯
血
で
は
、
患

者
本
人
由
来
の
前
駆
細
胞
を
取
り
出
せ
な

い
と
い
う
実
用
面
で
の
課
題
が
あ
る
。

　
「
と
は
い
え
、
ま
ず
は
ヒ
ト
の
樹
状
細

胞
の
前
駆
細
胞
を
見
つ
け
る
こ
と
が
最
優

先
。
世
界
で
最
初
に
見
つ
け
な
い
と
意
味

が
な
い
。
そ
こ
さ
え
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
、

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら
樹
状
細
胞
の
前
駆
細
胞

あ
る
い
は
樹
状
細
胞
そ
の
も
の
を
作
る
な

ど
、
応
用
の
道
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

そ
の
先
は
、
免
疫
の
研
究
を
中
心
に
、

再
生
医
療
や
幹
細
胞
と
い
っ
た
方
向
へ
フ

ィ
ー
ル
ド
を
広
げ
て
い
く
こ
と
も
考
え
て

い
る
と
い
う
。

　
「
例
え
ば
、
感
染
に
よ
り
病
原
体
を
排

除
す
る
時
は
免
疫
細
胞
も
一
緒
に
死
ん
で

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
時
死
ん
で
し
ま
っ
た

免
疫
細
胞
を
補
う
よ
う
造
血
幹
細
胞
に
働

き
か
け
て
い
る
の
は
何
で
し
ょ
う
。
そ
こ

に
免
疫
系
が
関
与
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
免
疫
が
幹
細
胞
に
働
き
か
け
て

再
生
を
促
す
仕
組
み
な
ど
も
研
究
テ
ー
マ

に
加
え
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

マ
ウ
ス
で
前
駆
細
胞
を
見
つ
け
た
経
験

か
ら
、
少
し
ず
つ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
近
づ
き

つ
つ
あ
る
実
感
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
樗

木
教
授
。
既
に
ヒ
ト
の
前
駆
細
胞
を
見
つ

け
た
先
の
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
ま
で
見
据
え

て
い
る
。

た
治
療
に
は
様
々
な
可
能
性
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
樹
状
細
胞
は
非
常
に
数
が

少
な
く
、
白
血
球
全
体
の
５
０
０
分
の
１

程
度
し
か
な
い
。
患
者
の
末
梢
血
か
ら
集

め
よ
う
と
す
れ
ば
大
量
の
血
液
が
必
要
と

な
り
、
患
者
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
し

ま
う
。

　

現
在
で
も
樹
状
細
胞
を
用
い
た
ワ
ク
チ

ン
療
法
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
従

来
法
は
白
血
球
の
中
に
あ
る
単
球
（
病
原

体
を
取
り
込
み
分
解
す
る
食
作
用
を
持
つ

マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
へ
と
分
化
）
を
分
離
・

培
養
し
、
樹
状
細
胞
に
分
化
さ
せ
た
も
の

で
、
本
来
樹
状
細
胞
に
な
る
べ
き
細
胞
で

は
な
い
。
そ
の
た
め
効
果
に
も
限
界
が
あ

っ
た
。

1
個
の
前
駆
細
胞
か
ら

大
量
の
樹
状
細
胞
が
誕
生

　

樹
状
細
胞
そ
の
も
の
を
大
量
に
採
取
す

る
こ
と
が
難
し
い
な
ら
、
そ
の
源
と
な
る

細
胞
（
前
駆
細
胞
）
を
見
つ
け
れ
ば
い
い

︱
。
樹
状
細
胞
の
前
駆
細
胞
へ
の
注
目
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賞。09年より現職。
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「
樹
状
細
胞
」の

源
と
な
る
前
駆
細
胞
を
発
見

樹状細胞の源となる前駆細胞1個から、およそ500～
1000個の樹状細胞を生み出すことができる。この細
胞を用いたワクチン開発や自己免疫病治療への応用
が期待されている。

樗木教授らが新たに発見した樹状細胞（DC）の
前駆細胞は、従来の前駆細胞よりも優れた形質
細胞様樹状細胞への分化能を持っていたことが
明らかになった。

すべての血液細胞は造血幹細胞から様々な前駆
細胞を経由して分化する。この研究により、樹
状細胞の前駆細胞が多能性前駆細胞から直接
分化する経路の存在も分かった。

造血幹細胞

多能性前駆細胞

マクロファージ
DC前駆細胞

共通DC前駆細胞

従来型
DC

形質細胞様
DC

新規 従来

従来型DC
多産性前駆細胞

形質細胞様
DC

従来型
DC

形質細胞様
DC

従来型
DC

形質細胞様DC
多産性前駆細胞

■共通樹状細胞前駆細胞は
　多能性前駆細胞から分化してくる

■新たな樹状細胞前駆細胞の発見
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the newly-established field of studies

新設◎教育課程
大学院共同教育課程／大学院保健衛生学研究科 共同災害看護学専攻

大学院保健衛生学研究科 共同災害看護学専攻 専任教員

佐々木吉子准教授
大学院保健衛生学研究科長

井上智子教授

　地震や台風などの自然災害、紛争やテロなどの人為災害、
さらに感染症の蔓延など不測の事態に対して、災害医療や災
害看護の在り方が重要な課題となっている。災害は、多数の集
団に対して被害が及ぶため規模も大きく、通常の医療体制では
対処しきれないことが多い。そのため災害時の看護活動は、独
自の知識や技術が求められることに加え、他の分野との協力
や、刻々と変化する災害状況への対応などが必須となる。
　日本国内の看護系大学院は現在 136校。災害看護教育は
1995年に発生した阪神・淡路大震災を機に各大学で開始さ
れてきた。しかし、2011年に発生した東日本大震災のように、
地震、津波、さらに原発事故が複雑に絡んだ災害に対しては、
従来の災害看護の枠組みでは十分な支援を提供できないこと
も明らかとなった。大学院保健衛生学研究科の井上智子研究
科長は次のように説明する。
　「震災の直後から多くの看護師が現地へ行き、健康増進や
疾病予防などの看護活動を行っています。しかし、災害看護
にあたっては分野横断的な課題も多く、様々な職種の中で意
思決定ができる、リーダーシップを備えた看護師の存在が改
めて求められるようになったのです」
　このような課題に応えるべく複数大学による大学院共同教育
課程「共同災害看護学専攻」が開設された。高知県立大学、兵
庫県立大学、日本赤十字看護大学、千葉大学、東京医科歯科大学
の5つの大学が連携して教育研究を行う国内初の取り組みだ。
　「この共同教育課程は、2012年度文部科学省博士課程教育
リーディングプログラムに採択された『災害看護グローバル
リーダー養成プログラム』に基づいています。高知県立大学
が統括大学院となり、4 つの大学院と共同教育課程を構築し
て看護領域のリーダーを育成します」（井上研究科長）
　この専攻の特徴は、災害看護の数多くの課題に対応できる
よう、看護系大学院の特色ある大学同士が横断的に教育研究
を行う点だ。日本で最初の 4 年制看護大学である高知県立大
学が核となり、阪神・淡路大震災の対応を基に看護師の災害
支援システムを構築した兵庫県立大学、国内外への赤十字救

護班の派遣や災害救護など多くの実績や経験を持つ日本赤十
字看護大学、国立大学で唯一の看護学部を有する千葉大学、
さらに看護学や検査学の分野では国内で初めて重点化された
大学院を有する東京医科歯科大学が互いに連携する。
　教育課程では、5 年間を通して実践的な演習を行う。1 〜
2 年次は、健康調査や健康支援の企画・実施、災害拠点病院
や自治体との共同研究に参画するなどの実習を行う。3 〜 5
年次では、企業や行政機関との共同研究やインターンシップ
制度、RA（リサーチアシスタント）制度などが取り入れられる。
　オンラインによる教育環境も整備しながら教育体制を構築
している。同専攻の専任教員を務める佐々木吉子准教授は次
のように説明する。
　「兵庫県立大学にはシミュレーションラボが設置されます。
5 大学間のシミュレーション教育と教育方法の開発や、それ
ぞれの大学が持つ国際的なネットワークも活かしながら国内
外への災害看護学の普及に取り組む計画です」
　このプログラムに対しては、東京医科歯科大学も全学で支援
する体制だ。共同災害看護学専攻の開設を機に、大学院保健衛
生学研究科を2014年度から改組予定。従来の総合保健看護学
専攻を5 年一貫制博士課程「看護先進科学専攻」に改組する。
大学院教育と災害看護学の新たな変革モデルを提示するとと
もに、全国に波及しながら看護人材育成を加速させていくこ
とに期待が寄せられている。

国内初、国公私立5大学の大学院共同教育課程で
災害看護分野の国際的なリーダーを育成

■国公私立の学際、災害看護をリードする5大学が互いに補完

高知県立
大学

1つの大学院にとど
まらず、学際・国際・
産官学連携を網羅
する俯瞰的なプロ
グラム

兵庫県立
大学

備え～中長期を含む災害看護学の礎。21世紀COE
プログラム世界唯一の「WHO災害看護協力センター」

日本赤十字
看護大学

●被災地支援活動 ●世界中の赤十字社活動に連動
●アジア諸国の災害看護教育拠点

●日本初大学看護教育機関
●地域の行政・医療機関と減災対策を推進
●効率的な災害支援を実現する高知モデル

千葉大学
●災害の中長期広域支援 ●国際・学際教育共同環境
●専門職連携教育（IPE）

東京医科
歯科大学

●医療系学際大学 ●研究・産官学連携推進体制
●国際人養成プログラム
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the newly-established field of studies

新設◎教育課程
大学院共同教育課程／大学院保健衛生学研究科 共同災害看護学専攻

大学院保健衛生学研究科 共同災害看護学専攻 専任教員

佐々木吉子准教授
大学院保健衛生学研究科長

井上智子教授

　地震や台風などの自然災害、紛争やテロなどの人為災害、
さらに感染症の蔓延など不測の事態に対して、災害医療や災
害看護の在り方が重要な課題となっている。災害は、多数の集
団に対して被害が及ぶため規模も大きく、通常の医療体制では
対処しきれないことが多い。そのため災害時の看護活動は、独
自の知識や技術が求められることに加え、他の分野との協力
や、刻々と変化する災害状況への対応などが必須となる。
　日本国内の看護系大学院は現在 136校。災害看護教育は
1995年に発生した阪神・淡路大震災を機に各大学で開始さ
れてきた。しかし、2011年に発生した東日本大震災のように、
地震、津波、さらに原発事故が複雑に絡んだ災害に対しては、
従来の災害看護の枠組みでは十分な支援を提供できないこと
も明らかとなった。大学院保健衛生学研究科の井上智子研究
科長は次のように説明する。
　「震災の直後から多くの看護師が現地へ行き、健康増進や
疾病予防などの看護活動を行っています。しかし、災害看護
にあたっては分野横断的な課題も多く、様々な職種の中で意
思決定ができる、リーダーシップを備えた看護師の存在が改
めて求められるようになったのです」
　このような課題に応えるべく複数大学による大学院共同教育
課程「共同災害看護学専攻」が開設された。高知県立大学、兵
庫県立大学、日本赤十字看護大学、千葉大学、東京医科歯科大学
の5つの大学が連携して教育研究を行う国内初の取り組みだ。
　「この共同教育課程は、2012年度文部科学省博士課程教育
リーディングプログラムに採択された『災害看護グローバル
リーダー養成プログラム』に基づいています。高知県立大学
が統括大学院となり、4 つの大学院と共同教育課程を構築し
て看護領域のリーダーを育成します」（井上研究科長）
　この専攻の特徴は、災害看護の数多くの課題に対応できる
よう、看護系大学院の特色ある大学同士が横断的に教育研究
を行う点だ。日本で最初の 4 年制看護大学である高知県立大
学が核となり、阪神・淡路大震災の対応を基に看護師の災害
支援システムを構築した兵庫県立大学、国内外への赤十字救

護班の派遣や災害救護など多くの実績や経験を持つ日本赤十
字看護大学、国立大学で唯一の看護学部を有する千葉大学、
さらに看護学や検査学の分野では国内で初めて重点化された
大学院を有する東京医科歯科大学が互いに連携する。
　教育課程では、5 年間を通して実践的な演習を行う。1 〜
2 年次は、健康調査や健康支援の企画・実施、災害拠点病院
や自治体との共同研究に参画するなどの実習を行う。3 〜 5
年次では、企業や行政機関との共同研究やインターンシップ
制度、RA（リサーチアシスタント）制度などが取り入れられる。
　オンラインによる教育環境も整備しながら教育体制を構築
している。同専攻の専任教員を務める佐々木吉子准教授は次
のように説明する。
　「兵庫県立大学にはシミュレーションラボが設置されます。
5 大学間のシミュレーション教育と教育方法の開発や、それ
ぞれの大学が持つ国際的なネットワークも活かしながら国内
外への災害看護学の普及に取り組む計画です」
　このプログラムに対しては、東京医科歯科大学も全学で支援
する体制だ。共同災害看護学専攻の開設を機に、大学院保健衛
生学研究科を2014年度から改組予定。従来の総合保健看護学
専攻を5 年一貫制博士課程「看護先進科学専攻」に改組する。
大学院教育と災害看護学の新たな変革モデルを提示するとと
もに、全国に波及しながら看護人材育成を加速させていくこ
とに期待が寄せられている。

国内初、国公私立5大学の大学院共同教育課程で
災害看護分野の国際的なリーダーを育成

■国公私立の学際、災害看護をリードする5大学が互いに補完

高知県立
大学

1つの大学院にとど
まらず、学際・国際・
産官学連携を網羅
する俯瞰的なプロ
グラム

兵庫県立
大学

備え～中長期を含む災害看護学の礎。21世紀COE
プログラム世界唯一の「WHO災害看護協力センター」

日本赤十字
看護大学

●被災地支援活動 ●世界中の赤十字社活動に連動
●アジア諸国の災害看護教育拠点

●日本初大学看護教育機関
●地域の行政・医療機関と減災対策を推進
●効率的な災害支援を実現する高知モデル

千葉大学
●災害の中長期広域支援 ●国際・学際教育共同環境
●専門職連携教育（IPE）

東京医科
歯科大学

●医療系学際大学 ●研究・産官学連携推進体制
●国際人養成プログラム
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　2012年10月に新設された快眠歯科
（いびき・無呼吸）外来。睡眠中に無
呼吸の状態を繰り返す睡眠時無呼吸
症候群（SAS）の中でも、比較的軽
度な患者を対象に歯科的治療を行う。
　現在国内では約15万人がSASと診
断されて治療を受けており、潜在患
者数は200万人にも上るといわれる。
　SAS患者は睡眠が浅くなるため、
日中の強い眠気や集中力の欠如など
日常生活に支障をきたすだけでな
く、高血圧、糖尿病、心筋梗塞、脳
血管障害などの疾患リスクも高い。
　睡眠中の１時間あたりの無呼吸・
低呼吸の回数が20以上のSASの場合
は、医学部附属病院でCPAP（持続
陽圧呼吸装置）と呼ばれる鼻マスクを
睡眠時に装着して、呼吸をサポートす
る治療が保険適用される。対して、
ここで行う歯科的治療では、OA（Oral 
Appliance）と呼ばれるマウスピースを装
着して下顎を前に出し、気道を広げて
呼吸をしやすくする。CPAPほどの効
果はないが、携帯性に優れることや睡
眠中の不快感が少ないといったメリッ
トがあり、花粉症などでCPAPを使用
できない重度患者に使うこともある。
　「どれくらい下顎を前に出すか、そ
の微調整が大切です。出し過ぎれば
噛み合わせや顎関節にも影響が出る
ので、マウスピース使用後は定期検
査が欠かせません」と話すのは診療
科長の秀島雅之講師。
　快眠歯科（いびき・無呼吸）外来
を受診するには、事前に医療機関で
睡眠検査を受け、SASとの診断を受
けることが必要だ。その段階で重度
だと診断された場合は、CPAPの適
用となる。学内では、医学部附属病
院の快眠センターと歯学部附属病院
の快眠歯科の関連各科で定期的にカ
ンファレンスが行われ、より効果的な
治療法が検討されている。

秀島雅之科長●「もとは歯科補綴
が専門で、30年近く義歯の患者
さんを診てきました。長年培って
きた補綴の経験を活かして、歯科
でも敬遠されがちな欠損歯列を伴
うSAS患者のOAの診療にも取
り組み、全身の健康やQOLの回
復に貢献したい」

マウスピー ス●下顎を前に出し
た状態で固定するスリープスプリ
ントには、保険診療の上下一体型
と保険外診療の上下分離型とがあ
る。部分義歯を使用しているよう
な歯列欠損の患者には、欠損部分
を補ったスプリントを作製する。

個別対応●マウスピースはすべて
オーダーメイド。下顎が前に出る
距離の60～70％出るように調整し
たスリー プスプリントを装着して
眠ると、舌の位置が上がり、気道
が広がって呼吸が通りやすくなる。

外来診療●初診の診療は月曜日
と金曜日の2日間。新設されて間
もないため、まだ専用の診療室は
なく、総合診療室の一部で初診の
対応にあたっている。

睡眠時無呼吸症候群を歯科的に治療
歯学部附属病院 快眠歯科（いびき・無呼吸）外来

附属病院◎診療科訪問

診療科長：秀島雅之
診療スタッフ：専任2名、非常勤1名
連携診療スタッフ：顎関節治療部、義歯外来、総合診療部、部分床義歯補綴学、歯科技工部、看護部、歯学部事務など11名
主とする疾患：睡眠時無呼吸症候群（Sleep Apnea Syndrome：SAS）
主な治療：Oral Appliance（OA：マウスピース）療法による気道閉塞の改善
医学部連携診療科：医学部附属病院快眠センター、呼吸器内科、精神科、耳鼻咽喉科
受診の要件：事前に医療機関での睡眠検査、SASの診断と依頼状が必要

診療科DATA

   Order made

Dire
ctor Hideshima

Oral Appliance

Clinic

気道は十分確保され、呼吸
は円滑に行われる

■睡眠時の気道の状態といびき・無呼吸症療法のメカニズム
健常者

肥大して垂れ下がった舌が
気道を塞ぎ、呼吸障害が生
じる

いびき・無呼吸症の睡眠中の
舌と気道 Z Z Z

OA（マウスピース）を装着すると、
下顎が少し前に出るため、舌の
位置も上がり、気道が広がり呼
吸がしやすくなる

OA（マウスピース）装着

いびき・無呼吸症

舌

気道の閉塞
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「患者さんを助けるため、
積極的に治療する
外科医になりたい」
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習
な
ど
活
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

医
学
部
医
学
科
６
年
の
村
瀬
芳

樹
さ
ん
は
、
３
年
次
の
秋
か
ら
５

年
次
の
夏
ま
で
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し

て
チ
ー
ム
を
牽
引
し
て
き
た
。

　
﹁
野
球
部
員
は
、
高
校
野
球
経

験
者
は
も
ち
ろ
ん
、
軟
式
野
球
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
経
験
者
、
ま
っ

た
く
の
初
心
者
な
ど
様
々
で
す
。

決
し
て
強
い
チ
ー
ム
と
は
い
え
ま

せ
ん
が
、
明
る
く
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
よ
い
と
こ
ろ
が
特
徴
で
す
﹂
と

村
瀬
さ
ん
は
語
る
。

　

村
瀬
さ
ん
自
身
は
、
小
学
校
時

代
か
ら
ず
っ
と
野
球
を
続
け
て
き

た
。
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
の
は

大
学
に
入
っ
て
か
ら
が
初
め
て
だ

っ
た
。

　
﹁
高
校
生
の
時
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー

で
し
た
。
ピ
ン
チ
の
時
な
ど
、
周

り
の
野
手
が
よ
く
声
を
掛
け
て
く

れ
た
の
が
と
て
も
励
み
に
な
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
、
皆
で
元
気
に

声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
野
球
を
楽

し
め
る
よ
う
な
チ
ー
ム
作
り
を
心

が
け
て
き
ま
し
た
﹂　

　

野
球
部
の
チ
ー
ム
運
営
を
き
っ

か
け
に
、
学
園
祭
の
実
行
委
員
長

や
学
友
会
︵
生
徒
会
︶
会
長
を
歴

任
す
る
な
ど
学
内
で
の
活
動
の
幅

が
広
が
っ
た
。

　
﹁
野
球
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務

め
た
こ
と
か
ら
、
交
流
も
広
が
り

ま
し
た
。
当
時
委
員
会
で
一
緒
だ

っ
た
先
輩
た
ち
は
、
今
、
研
修
医

や
３
、４
年
目
の
医
師
と
し
て
病

院
で
働
い
て
い
ま
す
。
私
が
実
習

で
診
療
科
を
訪
れ
た
時
に
知
っ
て

い
る
先
生
が
た
く
さ
ん
い
る
の

で
、
と
て
も
心
強
い
で
す
﹂

　

卒
業
を
控
え
た
今
は
、
部
活
動

よ
り
も
学
業
を
優
先
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
自
分
の
手
を
使
っ
て
治

療
で
き
る
外
科
を
志
望
し
て
お
り
、

消
化
器
外
科
の
中
で
も
肝
胆
膵
外

科
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
﹁
消
化
器
は
身
体
の
中
で
も
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
臓
器
の
１
つ
で

す
。
特
に
肝
臓
、
胆
道
、
膵
臓
の

疾
患
は
手
術
や
薬
物
療
法
を
含
め

た
集
学
的
な
治
療
を
行
い
ま
す
。

実
習
の
際
に
肝
胆
膵
外
科
の
先
生

が
、﹃
た
と
え
10
の
病
院
で
オ
ペ
は

で
き
な
い
と
い
わ
れ
た
症
例
で
も

助
け
る
と
い
う
攻
め
の
姿
勢
で
臨

ん
で
い
る
﹄と
話
し
て
い
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。
自
分
も
そ
ん
な

外
科
医
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
﹂

　

実
習
に
は
、
患
者
と
ど
の
よ
う

に
接
す
る
か
を
重
視
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
る
と
い
う
。

　
﹁
技
術
を
身
に
付
け
る
前
に
、

医
療
の
知
識
を
し
っ
か
り
と
学
ん

で
お
き
た
い
。
深
い
知
識
に
基
づ

い
た
診
断
が
あ
っ
て
初
め
て
適
切

な
治
療
が
可
能
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
医
師
と
し
て
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り
方
も
身

に
付
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
高
度

な
医
療
を
実
践
す
る
た
め
に
は
、

患
者
さ
ん
と
医
師
と
の
間
に
良
好

な
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
も
大
切

で
す
﹂

　

村
瀬
さ
ん
は
、
目
の
前
の
課
題

を
一
つ
ひ
と
つ
乗
り
越
え
な
が

ら
、
そ
の
先
に
広
が
る
将
来
に
向

け
て
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。

自
ら
問
い
、
自
ら
導
く
学
生
た
ち

●薬剤師の両親のもと
に生まれ、子どものこ
ろから動物や植物など
の生物が好きだった。
薬学部ではなく医学部
を志したのは、「特に
生き物の生や死につい
て興味があった」から。
「手術で病気を治療す
るだけでなく、命に向
き合い、生命について
考える医師になりたい」
と語る。

村瀬芳樹
（むらせ・よしき）さん

医学部医学科6年
野球部

医科歯科
大 生
F i l e

No.006
Tokyo Medical and Dental

University

村瀬さんは、野球部キャ
プテンとしての役目は終
えたが、今も時間があれ
ばグラウンドに足を運び、
ユニフォームを着て練習
の手伝いをしている。
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と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
幸
い
に

も
、
留
学
中
に
出
会
っ
た
産
科
麻
酔
医
の

先
生
た
ち
が
快
く
推
薦
文
を
書
い
て
下
さ

り
、
初
期
研
修
２
年
目
の
時
に
米
国
で
就

職
活
動
を
し
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
合

病
院
か
ら
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」

　
前
田
さ
ん
は
、学
生
時
代
に
つ
い
て「
い

つ
も
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
助
け
て
も
ら
っ
て

い
た
」
と
振
り
返
る
。

　「
解
剖
学
な
ど
の
実
習
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
医
学
部
の
派
遣

前
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
グ
ル
ー

プ
で
、
皆
と
問
診
や
身
体
診
察
の
練
習
を

し
た
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
今
で
も
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
は
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
」

　
ま
た
、
学
生
時
代
に
は
早
く
か
ら
海
外

で
学
ぶ
こ
と
に
関
心
を
持
ち
、
４
年
次
後

期
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
メ
ス
タ
ー
を
利

用
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
あ
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
事

務
所
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
経
験
し

た
。
前
田
さ
ん
が
医
学
の
道
を
志
し
た
の

は
、
開
発
途
上
国
の
医
療
に
興
味
を
持
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
。

　「
開
発
途
上
国
に
は
、

帝
王
切
開
が
必
要
な
状

態
に
な
っ
て
も
安
全
な

麻
酔
を
受
け
ら
れ
な
い

た
め
に
命
を
落
と
し
て

し
ま
う
妊
婦
さ
ん
が
大

勢
い
ま
す
。
限
ら
れ
た

　
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
合
病
院
の
麻
酔

科
で
、
レ
ジ
デ
ン
ト
と
し
て
働
く
前
田
歩

さ
ん
。
２
０
０
人
に
お
よ
ぶ
麻
酔
科
指
導

医
と
１
０
０
室
近
く
の
手
術
室
を
擁
す
る

同
病
院
で
研
修
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
前

田
さ
ん
は
２
０
０
９
年
、
医
学
部
６
年
生

の
時
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
医
学
部
の
学
生

派
遣
に
参
加
。
３
カ
月
の
留
学
期
間
の
中

で
、
米
国
の
麻
酔
科
に
「
産
科
麻
酔
」
と

い
う
専
門
分
野
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
こ

の
分
野
に
進
む
こ
と
を
決
め
た
と
い
う
。

　「
女
性
の
出
産
を
よ
り
安
全
で
、
よ
り

幸
せ
に
す
る
お
手
伝
い
が

で
き
る
産
科
麻
酔
医
の
仕

事
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

日
本
国
内
で
は
産
科
麻
酔

の
研
修
施
設
が
限
ら
れ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
将
来

は
米
国
で
産
科
麻
酔
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
い

資
源
の
中
で
も
安
全
に
麻
酔
を
行
え
る
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
作
り
や
、
現
地
の
麻
酔
提

供
者
へ
の
教
育
活
動
に
携
わ
る
こ
と
で
、

途
上
国
で
の
出
産
の
安
全
性
が
向
上
す
る

よ
う
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
」

　
前
田
さ
ん
は
同
時
に
、
日
本
国
内
の
産

科
麻
酔
の
発
展
の
た
め
に
も
貢
献
し
た
い

と
考
え
て
い
る
と
い
う
。

　「
分
娩
時
の
硬
膜
外
麻
酔
は
、
日
本
の

お
産
を
も
っ
と
幸
せ
な
も
の
に
す
る
可
能

性
を
秘
め
た
技
術
だ
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
現
在
で
は
限
ら
れ
た
施
設
で
し
か
行

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
近
い
将
来
、
日
本

中
の
ど
こ
に
い
て
も
、
痛
み
の
少
な
い
お

産
を
望
む
女
性
達
が
硬
膜
外
麻
酔
を
選
択

で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
」

　
ま
だ
今
は
麻
酔
医
と
し
て
歩
き
始
め
た

ば
か
り
の
前
田
さ
ん
だ
が
、
い
つ
の
日
か

夢
を
か
な
え
る
日
が
く
る
だ
ろ
う
。

Maeda Ayumi

「素晴らしい環境で研修をする機会を与えられて、感謝
でいっぱいの日々です」と前田さん（左）。

ベスイスラエル病院でのインターン
時代の同期生や先輩たち。

2010年東京医科歯科大
学医学部医学科卒業。
12年に渡米し、ニュー
ヨークにあるベスイスラ
エル病院で内科のイン
ターンシップを行った後、
13年7月より現職。

まえだ あゆみ 産
科
麻
酔
の
未
来
の
た
め
に

心
を
尽
く
し
て
貢
献
し
た
い

前
田 

歩
氏

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
合
病
院

麻
酔
科
レ
ジ
デ
ン
ト

Now of 
graduate

卒業生の今
活躍する

医科歯科人

1811年に開設したマサチューセッツ州ボストンにある総合病院。ハーバード大学関連
の医療機関としても中心的な病院であり、東京医科歯科大学の学生派遣でも同病院
が利用される。また、『ニューイングランド・ジャーナル・オブ・メディシン』の症例
検討では世界的に希少な症例・難しい症例が提示されるなど常に医療・医学会の中
心的役割を担っている。

DATA
マサチューセッツ
総合病院
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2013年3月〜2013年9月の主な出来事

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス「
過
剰
な
免
疫
反
応
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る

Ｔ
細
胞
が
作
ら
れ
る
共
通
の
仕
組
み
を
解
明
」大
洞
将
嗣
特
任
准
教
授

生
体
材
料
工
学
研
究
所　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
第
2
回
5
月
24
日
）

卒
業
式 

学
位
記
授
与
式

3
月

15     242526

再
生
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、
学
生
支
援
・
保
健
管
理
機
構
、
職
員
健
康
管
理
室
、
広
報
部
を
設
置

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス「
骨
と
の
結
合
が
3
倍
速
く
な
る
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
法
を
開
発
」高
久
田
和
夫
教
授

学
部
入
学
式

大
学
院
入
学
式

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン　

於
：
箱
根
町
湯
本
富
士
屋
ホ
テ
ル（
〜
11
日
）

初
任
職
員
研
修（
〜
17
日
）

東
京
労
働
局
よ
り
次
世
代
認
定
マ
ー
ク「
く
る
み
ん
」を
取
得（
基
準
適
合
一
般
事
業
主
認
定
）

留
学
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス「
免
疫
の
司
令
塔
、樹
状
細
胞
の
源
と
な
る
細
胞
を
発
見
」樗
木
俊
聡
教
授 ➼

 

内
容
は
本
誌
p
16
を
参
照

4
月

18891015161926

6
月

大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
大
学
院
説
明
会

難
治
疾
患
研
究
所
説
明
会

教
職
員
Ｆ
Ｄ
研
修

医
学
部
が
台
北
医
学
大
学
医
学
部
と
学
術
交
流
協
定
書
を
締
結

第
1
回
医
系
連
携
病
院
連
絡
会
議

難
治
疾
患
研
究
所
市
民
公
開
講
座
—

最
先
端
生
命
科
学
講
座
シ
リ
ー
ズ
第
6
回

於
：
文
京
区
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー（
第
7
回
：
10
月
25
日
）

668111921

9
月

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス「
過
剰
な
免
疫
反
応
を
抑
制
す
る
新
た
な
樹
状
細
胞
の
は
た
ら
き
を
発
見
」樗
木
俊
聡
教
授

災
害
対
策
訓
練　

於
：
医
学
部
附
属
病
院

お
月
見
の
会【
留
学
生
交
流
】（
東
京
医
科
歯
科
大
学
×
順
天
堂
大
学
）

学
位
記
授
与
式

実
験
動
物
慰
霊
祭

13141926 19

再
生
医
療
実
現
拠
点
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム「
疾
患
･
組
織
別
実
用
化
研
究
拠
点

（
拠
点
Ｂ
）」
お
よ
び「
技
術
開
発
個
別
課
題
」
に
採
択

医
学
部
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
ジ
ョ
ン・
カ
ー
テ
ィ
ン
医
学
院
と
学
術
交
流
協
定
書
を
締
結

疾
患
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
発
足
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム➼

 

内
容
は
本
誌
p
12
を
参
照

医
学
部
が
タ
イ
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
と
学
術
交
流
協
定
書
を
締
結

東
京
医
科
歯
科
大
学
・
早
稲
田
大
学
学
術
交
流
協
定
調
印
式
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム➼

 

内
容
は
本
誌
p
22
を
参
照

高
大
連
携〈（
都
立
日
比
谷
高
等
学
校（
〜
19
日
）。
県
立
水
戸
第
一
高
等
学
校（
8
月
6
日
）、
県
立
土
浦
第
一
高
等
学
校（
8
月
8
日
）〉

大
学
院
共
同
教
育
課
程
「
共
同
災
害
看
護
学
専
攻
」に
関
す
る
共
同
記
者
発
表
会（
東
京
医
科
歯
科
大
学
、
高
知
県
立
大
学
、

兵
庫
県
立
大
学
、
千
葉
大
学
、
日
本
赤
十
字
看
護
大
学
）➼

 

内
容
は
本
誌
p
18
を
参
照

医
学
部
が
タ
イ
国
マ
ヒ
ド
ン
大
学
医
学
部
シ
リ
ラ
ー
ト
病
院
と
学
術
交
流
協
定
書
を
締
結

7
月

381618182222 16

5
月

学
内
レ
ガ
ッ
タ　

於
：
戸
田
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
コ
ー
ス

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス「
複
数
の
神
経
変
性
疾
患
に
ま
た
が
る
共
通
病
態（
シ
グ
ナ
ル
）を
解
明
」
岡
澤
均
教
授

日
韓
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム「
ソ
ウ
ル
大
学
×
東
京
医
科
歯
科
大
学
」（
〜
12
日
）

4
大
学
等
事
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肝胆膵・総合外科学分野の田中真二准教授が、
臨床外科に基づいた分子生物学的解析による
新規分子標的群の同定とその治療応用の先駆
的研究への貢献により、日本消化器外科学会
賞を受賞しました。

田中真二准教授が
「日本消化器外科学会賞」を受賞

News

本学は、2013年度「研究大学強化促進事業（文
部科学省）」と再生医療実現拠点ネットワーク
プログラム「疾患 ･ 組織別実用化研究拠点（拠
点 B）」および「技術開発個別課題」（ともに
JST）に採択されました。両者ともに、本学
の研究力を支援する事業となります。

文科省、JSTで
本学の取り組みが採択

News

Information

2013年4月に、広報活動を強化するため、
学長直轄の組織として広報部が設置さ
れました。広報システムの効率化、学内
情報の集約と共有化を実践。東京医科
歯科大学の知名度を上げるため、教育・
研究・医療・国際交流・社会貢献の実
績を国内外へ積極的に情報発信します。
知名度の向上は、優秀な人材や外部資
金の獲得につながり、本学のさらなる
発展が期待されます。

広報部設置でブランド力を強化
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月
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大学発ベンチャーの称号第１号を得た

Tokyo Medical and Dental University

Campus Information

03 02 01

学と早稲田大学は、学術交流
に関する協定を締結しました。

この協定は、お互いの大学にない分野
を補完し合うことで学生や教職員の視
野を広げ、グローバル人材の育成を目
指すものです。7月18日の調印式では、
本学の大山喬史学長と早稲田大学の鎌
田薫総長をはじめとした両大学の関係
者が出席し、協定書を締結しました。

本 ベンチャーは、2008年から2011
年科学技術振興機構（JST）の

大学発ベンチャー創出事業助成金を元
に、東京工業大学と共同で研究開発を
進めたディスポ型、磁気浮上遠心式補
助人工心臓の早期臨床応用を目標に、
2011年８月22日に設立登記した。同年
12月26日に東京工業大学から第63号大
学発ベンチャー称号を、2013年２月26
日に本学から記念すべき第１号称号が
授与された。
　これら大学からの支援のお陰で、
2013 年５月には、NEDO イノベーショ
ン実用化ベンチャー支援事業助成金が
採択され、事務所兼研究開発センター
を東京都台東区浅草橋に構え、本格的
にディスポ型、磁気浮上遠心式補助人
工心臓、MT-Mag の実用化に向けた
研究開発を推進している。成人を対象
とする MT-Mag の他に、小児循環補
助を可能にする小型遠心式補助人工心
臓 TinyPump の研究開発も推進して
いる。TinyPump は、米国スタンフォー
ド大学との共同研究において、胎児の
心臓バイパス手術への応用を前提に成
果を上げており、人への応用を目指し
Primates による評価も検討されてい
る。医療機器の実用化には、許認可と
いう大きなハードルがあるが、東京医
科歯科大学発ベンチャー称号第１号の
名誉にかけて、新しい医療機器の早期
実用化を実現し、医療の向上、患者
QOL の向上・改善に貢献できること
を願って止まない。

本

補助人工心臓 MedTech Heart免疫機能の定量的測定早稲田大学と
学術交流協定を締結

メドテックハート（株）代表取締役、本学名誉教授
高谷節雄

（株）健康ライフサイエンス代表、本学名誉教授
廣川勝昱

疫機能は多種類の細胞の様々
な機能からなる。個体の総合

的な免疫機能を評価しようとすると、
多数の免疫学的パラメータを測定する
必要がある。しかし、多数の羅列され
たデータをみても、総合的な免疫機能
を判断することは容易ではない。その
様々な免疫機能の中で、T 細胞系のパ
ラメータは加齢、ストレス、疾病によ
り変動が明瞭である。そこで、Ｔ細胞
とその亜集団のパラメータを中心に据
え、さらにNK 細胞や B 細胞を加え、
20歳〜80歳代の健常人500人を対象に
測定し、データベースを作成。それを
基に、測定した免疫パラメータを 3 段
階にスコア化し、定量化した。その結
果、人の総合的な免疫機能について、
複数の免疫パラメータのスコアを加算
して、免疫力スコアとして定量化し、
免疫機能のレベルの客観的評価が可能
となった。この免疫力スコアリング法
については、発明者は我々であるが、
東京医科歯科大学の特許となっている。
この方法を用いることにより、個々人
の総合的な免疫機能のレベルを免疫力
スコア、免疫力年齢として、分かりや
すい数値で表現できるようになった。
健常者は健康状態のチェック、病人は
病期の進行状態のチェックに利用でき
る。また、いろいろなサプリメント類、
薬剤、食事の免疫機能に及ぼす影響を
見ることができる。今後測定する事例
が増えることで、免疫力測定の応用範
囲が増えるものと期待している。

免

協定調印式（大山学長と鎌田総長）

04

月 22日〜 25日に行われた全
日本大学選手権大会ボート種

目にて漕艇部の柳橋賢（医学科 3 年）
が男子シングルスカルで第 5 位に入賞
しました。全日本大学選手権大会は、
全国の大学生の頂点を決める大学ボー
トで最大のレースです。本学漕艇部は
学業と両立させながら全学部の強豪大
学や社会人チームと対抗しています。
今後の漕艇部のさらなる活躍をご期待
ください。

8

漕艇部 
全日本インカレで5位入賞

終始安定した漕ぎで他大学をリード 大山学長より証書を授与される筆者

大学発ベンチャー 大学発ベンチャー

2013 年 4 月より販売された新しい植込型補助
人工心臓（HeartMate II）の臨床使用に先立ち、
国内の認定医療施設チームに対する植込みト
レーニング（仔牛への植込み手術）が本学に
おいて 2 月23 日に実施されました。

新しい補助人工心臓の
植込みトレーニング

News

HeartMate II（左）、植込む様子（右）

未来の
医療人育成に向けた
ご支援のお願い

本学は病気やケガに苦しむ人を一

人でも多く救うため、様々な病気

に対する治療法や治療薬の開発に

つながる研究および、世界中で活

躍できる医療人の育成に尽力して

います。これらの人材育成や研究活

動を支えるご寄附および基金を企

業や個人の皆様に募っております。

医療の発展のために、皆様のご理

解とご支援を賜りますよう、お願

い申し上げます。詳細は下記にお

問い合わせください。

●東京医科歯科大学基金
東京医科歯科大学募金室
TEL：03-5803-5009

日韓国際交流プログラム
にてパフォーマンスを行
うソウル大学学生

共同災害看護学専攻に
関する記者会見での記
念撮影

今年4月に本学で取得
した「くるみんマーク」

医学部附属病院の災害
対策訓練でのトリアー
ジエリアの様子
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